
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
、
内
山
智
佳
子

さ
ん

市民の命を守るため、日ごろからさまざまな訓練を行っています

(救急競技会での救急訓練)

普 通 救 命 講 習 会( 応 急 手 当 の 基 本 コ ー ス)

日時…9月９日(日)午後1 時～∠励

会場…千葉県西部防災センター

内容…医師による講演・心肺七生法・止血法

定員…先着50 人

費用…無料

※修了者に普通救命講習修了証を交付します。

※一時保育あリ( 定員10 人、1歳10 ヵ月以上就学前。

おやつ代200 円、要予約)

匝]8月2｢ｱ日(月)～30 日出 午前8時30 分～午後5時の間に、

電話で消防局救急防災課指導担当≪363-1116 へ

矢作美哉子さ ん

(牧の原在住)

… 普通 救命 講習 会を 受講し て …

講習 会 、おもしろ か ったで す。本

や写真 で見る より 、ずっとわ かり や

すく｢あっ、そうか。なるほどね～｣

とひと つずつ 納得し な がら覚えるこ

と ができまし た。 まだ参力[]さ れてい

ない方 、お勧 めし ます。あっ てはな

らない 、も しも の時 のために。

人 口 と 世 帯　8 月1 日現在

白井聖地公園墓地使用者を募集

松戸市職員を募集　　　　 （

子ども・夫婦・家族の悩み。

ご相談ください

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻ ﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 会員募集（

松戸市総合防災訓練　　　 ④（

情報チャンネル　　　　　 ⑥（

救

急

ポ

ス

タ

ー

お

よ

び

応

急

手

当

優

良

事

業

所

・
団

体

の

表

彰

式

日

時
…
９
月

２
囗

㈲
午
前
1
0時
か

会
場
：
干

葉
県
西
部
防
災
セ
ン
タ

１内
容
・
：
市

内
の
中
学
生
か
ら
募
集

し
た
救
急
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
の

人
賞
者
に
対
す

る
表
彰

お
よ

び
応

急
手
当
に
関
す

る
取
り
組
み

が
稽

極
的
で
あ
り

、
ほ

か
の
模
範
と

な

る
市

内
事
業
所

・
団
体

の
表
彰

救
急

ポ
ス

タ
ー
展
最
優
秀
賞
＝

旭
町
中
学
校
三
年

・
内

山
智
挂

子

さ
ん

案　内　 図

みんなで救おう　その命

9月9日は「救急の日」、9月6日から9月12 日までは「救急医療週間」

です。

一人でも多くの人の生命を守るため、市は24 時間体制で救急医療

に取り組んでいますが、急病人やけが大が発生したとき、周りの大

が直ちに応急手当を行うことができれば、より多くの命が救えます。

皆さんも応急手当講習会・普通救命講習会に、ご参加ください。

また、市民の生命を守るための救急業務について、皆さんに理解

していただこうと、市では救急フェアなどの催しを行います。

皆さんのお越しをお待ちしています。

圖市消防局救急防災課Q363-1116

松戸市の救急出場件数

松戸市では平成12 年中

の救急要請数は 纐,913 件

で ，病院に運ばれた人は

1∠1,115人でした。これは

約35 分に1 回の割合で救

急車が出動し ている計算

になります。

15000
人

救

急

フ

ェ

ア

日

時
…

９

月

９
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

会

場
・：
千

葉

県

西

部

防

災

セ

ン

タ

ー

〒

記

案

内

図

参

照

）

内
容
…
高
度
救
命
資
機
材
・
高
規

格

救

急

車

の

展

示

、

体

力

測

定

コ

ー

ナ

ー

、

救

急

寸

劇

、

市

消

防

音

楽

隊

の

演

奏

（
午

前
1
1
1
1

（
時

か

ら

）

救

急

ポ

ス

タ

ー

展

日

時

…

８

月
3
1
囗

窗
～

９
月
1
0
日

丱
午

前
９

時

～
午

後

４

時
3
0分
（
冊

終

日

は
午

後

３

時

ま

で

、
火

曜

日

休

館
）

会

場
・：
千

葉

県

西

部

防

災

セ

ン

タ

内

容
…

市

内

の
中

学

生

か

ら
募

集

し

た
救

急

に

関

す

る

ポ
ス

タ

ー

の

展
示

奈
今
年

度

応

募

の

あ

っ
た

救

急

ポ

ス

タ

ー
全

作

品

を

、

９
月
1
2
囗

團

～
2
1
囗

蚩

の

間

、
市

役

所

一

階

連

絡
通

路

に

掲
示

し

ま
す

。

応

急

手

当

の

講

習

会

に

参

加

し

ま

せ

ん

か
　
　

書
泰
卜

突
然
人

が
倒
れ
た
り
、
け

が
を

し

た
場
面

に
出
会

っ
た
と

き
、
あ

な
た
は
応
急
手
当

が
で
き
ま
す
か
。

一
一
九
番
通
報
を
し
て

か
ら
救

急
車
が
現
場
に
到
着
す

る
ま

で
、

約
五
分
か
か
り
ま
す

。
突

然
の
け

が
や
病
気
で
、
呼
吸

や
脈

拍
が
止

ま
っ
た
人
を
助
け

る
に
は
、
そ
の

五
分
間
で
周
り
に

い
る
人

た
ち

が

ど
れ
だ
け
適
切

な
応

急
処
置
を
で

き
る
か

が
重
要
で

す
。

そ
の
た

め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら

応
急
処
置

の
重
要

性
を
知
り
、

い

つ
で
も

・
ど
こ

で
も

・
だ
れ
で
も

行
え

る
よ
う

に
し

て
お
く
こ
と

が

必
要
で
す

。
市

消
防
局
で
は
、
市

民

の
皆

さ
ん
が

い
つ
で
も
応
急
手

｢ 松 戸 ま つ り｣ に つ い て

今年の｢ 松戸まつり｣ は、10 月20 日汢)･21

日(日)に開催されます。

■出店者を募集します

10 月20 日出 ・21 日⑧午前10 時～午後∠L時

30 分　会場①バザール＝松戸駅東口・西口周

辺② ふるさと観光物産展( 県人会)＝ 松戸駅西

ロデッキ下　内容①商店などの目玉商品､ 市民

の趣味や才能から生まれた作品② 故郷の特産

品・名物品　ブース①2.5  m ｘ 1.5m ②5m  x

1.5m　 対象①市内の事業者・市民または団体

②市民による県人会および各県の観光物産課

等の推薦を得た団体　費用いずれも3,500 円

※代理申し込みおよび複数申し込みはできま

せん。出店者本人であることを確認できる

書類( 免許証等) を持参してください。

匣9 月５日休)～ﾜ 日廊の午前9 時30 分～午後∠旧寺

30 分の圜に 、直接松戸商工会議所(a  36∠L－

3 叩) へ

いざというときのために

当
を
行
え
る
よ
う
、
講
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
消
防
署

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市

で

は
松

戸
市

総

合

計

画

の

第

二

次

実

施

計
画

策

定

の

た

め

、

市

民

意

識

調

査

を
行

う

予

定
で

す

。

そ

れ

と

併

せ

、

調

査

項

目

内

容

に

対

す

る

直

接

的

な

ご

意

見

を

い
た

だ

く

た

め

、「
行

政

需

要

市

民

懇

話

会

」

を

設

け

ま

す

。

日

ご

ろ
か

ら

行

政

に

関

心

の

あ

る

市

民

の
皆

さ

ん

の
応

募

を
お

待

ち
し

て

い
ま

す

。

募

集

人

数
：

十

五

人

以

内

（
応

募

テ

ー

マ
ご

と

に

二

人

程

度

）

任

期
・
：
委

嘱

の

日

か

ら

Ｈ
一
月

末

ま

で

（
土

曜

日

ま

た

は
日

曜

日

の

昼

間

約

二

時

間

、
三

回
程

度

の

開

催

）

謝

礼
：
二

回

に

付

き

八

千

五

百

円

対

隼

：
二

十

歳

以

上

の
市

民

（
外

国

籍

の
場

合

は
日

本

語

が

話

せ

る

人

）
。
現

職

公

務

員

は

対

象

外

。
応

募

者

多

数

の
場

合

は
過

去

に
行

政

委

員

等

の
経

験

の

な

い
人

を

優

先

提
出
書
類
：
次
の
テ
ー
マ
の
中
か

ら
二
つ
選
択
、
そ

れ
に
つ
い
て
の

考
え

を
、
そ

れ
ぞ
れ
八
百

字
以
内

の
文
章
に
ま
と

め
た
も
の

応
募
テ
ー
マ
三

小
連
携
し
た
地
域

社
会

②
豊
か
な
人
生
を
支
え

る
福

祉
社
会

③
次
代
乱

昂

文
化

教
育

環
境

①

安
全
で
快
適
な
生
活
環

境

⑤
魅
力
あ
る
都
市
空
間

⑥

蓙
業

の

振
興

⑦
行
財
政
運
営

②
前
期

基
本

計
画
全

般

※
文
章

は
返

却
し
ま
せ
ん
。

圃
９
月
７
日
原
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

郵

送
で
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
性

別

・
経
歴

を
記

入
し
、
文
章
を
添

え

て
、
〒
2
7
1
1
8
5
8
8松
戸
市

根

本
三

八
七
の
五
　

松
戸
市
総

務

企
画

本
部
企
画

管
理
室

（

公
3
6
6
・

７

りａ
１
１
）
　
　
へ

※
メ
ー
ル
で
も
応
募
可

（
詳

細
は

市

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
。
ア

ド

レ

ス
は
一
面

右
上
参
照
）

主 な内容

9月9日は「救急の日」

行
政
需
要
市
民
懇
話
会
の
委
員
を
募
集



墓地使用者を

募
集
内
訳
は
焼
骨
保
有
者
（
二

箍
寺
以
内
の
焼
骨
を
保
有
し
、
か

つ
埋
火
葬
許
可
証
の
原
本
を
保
有

し
て
い
る
人
で
、
焼
骨
を
五
年
以

内
に
埋
蔵
で
き
る
人
）
に
は
百
三

十
九
区
画
、
そ
れ
以
外
の
人
は
六

区
画
で
す
。

申
し
込
み
案
内

書
の
配
布

期
間
・
：
９
月
３
囗
丱
～
2
8日
原
受

け
付
け
終
了
ま
で

配
布
場
所
：
公

園
緑
地
課

・
各
支

所

・
白
井
聖
地
公
園
管
理

事
務
所

・
白
井
市
役
所

申
し
込
み
の
受

け
付

け

日
時
・
：
９
月
2
6日
水
～
2
8日

窗
午

前
９
時
～
午
後
４
時

会
場
・
：
松
戸
市
役
所

来

館
二
階

大
会
議
室
）
　・
白
井
聖
地
公

園
管

理
事
務
所

持
ち
物
…
1
申
込
申
請
書
2
所
定

の
ハ
ガ
キ
（
切
手
を
張
っ
た
も
の
）

3
印
鑑
4
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
本

籍

・
世
帯
主

・
続
柄

が
記

載
さ
れ

て
お
り
、
平
成
1
3年

９
月

３
日
以

降
に
証
明
を
受
け
た
も
の
）

※
申
し
込
み
は
、
一
世
帯

一
区
画

。

一
申
請
に
限
り
ま
す
。
ま
た
。

重
複
し

て
申
し
込
ん
だ
場
合
に

は
、
す

べ
て
無
効
と

な
り

ま
す
。

申
し
込
み
で
き
る
人

松
戸
市
ま
た
は
白
井
市
に
一
年

以
上
居
住
（
成
1
2
年
９
月
2
5
日

ま
で
に
住
民
登
録
）
し
て
い
る
人

で
、
白
井
聖
地
公
園
を
使
用
し
て

い
な
い
人

抽

選

（
公

開

）

日

時

…
1
0
月
1
1
1
1

（
日

團
午

前
1
0
時

か

会

場

…

松

戸

市

役

所

本

館

二

階

大

会

議

室

定

員
・・
当

日

先

着

五

十

人

必
抽

選

の
結

果

は

、

後

日
（

ガ

キ

で

も

通

知

し

ま

す

。

※

ご
来

場

の

際

は

、

駐

車

場

が
狭

い
の

で

、

で

き

る
だ

け

電

車

・

バ

ス

等

を

ご

利

用

く

だ

さ

い
。

使
用
料
お
よ
び
管
理
料

納
入
期
限
：
血
月
９
日
原

※
当
選
者

に
納
入

通
知
書
を
郵

送

し

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内

に

一
括
で
お
支
払

い
く

だ
さ

い
。

期
限
内

に
納
付

さ
れ
な

い
場

合

は
、
辞
退
し
た
も

の
と
み
な
し
、

当

選
無
効
と
し
ま
す

。

使
用
許
可

証
の
交
付

日
時
：
八

月
2
2日

水
午
前

８
時
3
0

分
～
午
後

５
時

会
場
・
：
松
戸
市
役
所
本
館

二
階
大

会
議
室

使
用
許
可
‥
口
…
1
2
月
１
日
出

圖
公

園
緑
地
課
白
井
聖
地
公

園
係

昔
3
6
6
・
7
3
8
0

今回募集区画数と使用料・管理料

種別 向き 区分 区画数 使用料 管理料

普通

墓地
(5｢d)

145
区画

東向

焼骨 ｢ｱ0
468,000

円

年額4,800円
※∠L年4ヵ月分
一括前納額
21,840円

(消費税含む)
※次回更新時
からは5年度
分一括前納

一般 ３

西向

焼骨 69
副8,000

円

一般 ３

= ●寸　 Ａ　 〃　 ｙ ．　　 〃　 い－ｙ－●　　　　-

白井聖地公園への交通

●新京成鎌ケ谷大仏駅から

「ちばレインボーバス白井車

庫行き」で「神々廻木戸（し

しばきど）」下車徒歩約20分

●北総開発鉄道白井駅から

「ちばレインボーバス白井車

庫・木下駅行き」で「神々廻

木戸」下車徒歩約20分

再生木製品の展示・販売

ミニリサイクルプラザ
まだ使える木製粗大ごみを再生・展示・販売しているミニリサイクルプラザ

（松戸市再生品展示場）では 、再生木製品を展示し 、希望者に販売（多数抽選）

しています。

松
戸
市
職
員
を

募
集
し
ま
す

平

成
1
3年
度

の
松
戸
市
職
員

採

用

試
験
を
行

い
ま
す

。

受
付
期
間
…
８
月
2
7日

側
～

９
月

７
日
冷

子

・
日
曜
日

を
除
ぐ
）

１

則
９
時
～
午
後
４
時
4
5分

受
付
場
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会
議
室

試
験
日
…
９
月
1
6
日
㈲
午
前
９
時

3
0分
か
ら

試
験
会
場
…
市
立
松
戸
高
校

※
必
要
書
類
は
、

名
月
2
7日

丱
か

ら
人
事
課
で
配
布
し

ま
す
。

圖
人

事
課
人

事
係

登
3
6
6
・
７
３
０

６

募 集 案 内

職種( 区分) 採用予定人数 受　験　資　格

事 務職

(大卒)

10人 程度

●昭和46 年∠L月２日以降に生まれた人で､ 大学を卒業 また

は平成13 年度卒業見込みの人

(短大 ・

高 卒)

●昭和48 年∠L月２日以降に生まれた人で 、短期大学もし ＜

は高等専門学校を卒業または平成13 年度卒業見込みの人

●昭和50 年4月２日以降に生まれた人で 、高等学校を卒業

または平成13 年度卒業見込みの人

保育士 10人 程度

●昭和46 年4月２日以降に生まれた人で 、大学を卒業し保育

士の資格を有する人 、または平成13 年度卒業見込みの人で

平成14年3月31 日までに保育士の資格取得見込みの人

●昭和48 年4月２日以降に生まれた人で 、短期大学もしくは

高等専門学校を卒業し 保育士の資格を有する人 、または平

成13 年度卒業見込みの人で平成14 年3月31日までに保育士

の資格取得見込みの人

消 防 職

● 　 Ｊ

若干名

●昭和46 年∠L月２日以降に生まれた人で 、大学を卒業または

平成13年度卒業見込みの人

●昭和48 年4月２日以降に生まれた人で 、短期大学もしくは

高等専門学校を卒業または平成13 年度卒業見込みの人

●昭和50 年4月２日以降に生まれた人で 、高等学校を卒業ま

なは平成13 年度卒業見込みの人

■受付期間　10 月１１日困 午前11 時まで

※申し込みは1 世帯1点に限ります。

■抽選会　10 月１１日㈲午前11 時から

※当選者には封書で通知します。

・ 引取期間　10 月１１日困 抽選会後から10 月21

日⑤までの指定する日時

・ 所在　松戸市和名ヶ谷1349 の2　 和名ヶ谷ク

リーンセンター内ミニリサイクルプラザ（松戸市

再生品展示場）

飄開場日時　月～金曜日（祝日 、年末年始を除

＜）の午前10 時～午後∠L時

崇詳細は、市のホームページでも見られます。

http://ｗｗｗ.intersh紅ｎｅ.jp广mcity/matsudo

/gomi/saisei/

圖環境計画課ごみを減らす係o366ﾜ332 、

ミニリサイクルプラザ登392-30 引

松戸市消費者の会シンボルマーク決定

松戸市消費者の会で30 周年を迎えるにあたり、「会」のシンボルマークを募集

したところ 、多数のご応募をいただきました。ありがとうございました。

応募作品は実にさまざまな作品があり、選考も非常に難航しましたが、厳正な

審査の結果、神保米雄さんの作品が採用となりました。

大地に根を下ろした人々が互いに助け合っているような様　　　 … ……万… …

子がデザインされている作品です。松戸市消費者の会が目指　　 ‥‥‥　　　
‥
‥‥‥

している「お互いが納得する住みやすい社会」という方向と　　　　　 …………

※松戸 市では 、「女性 職員の能力発揮 促進のため の指 針」に基づ き 、男女共同 参画職

場づく りを推進し ていま す。

※雇用対策法の一 部改正を踏 まえ 、採用時の年齢 制限を緩和し まし た。

松戸市消費者の会

実物は緑と赤を基調に

デザインされています

一致するということで採用が決まりました。

採用のマークは今後「買い物袋持参キャンペーン」等、各

種の啓発活動、イベントなどに使用されます。

詈松戸市消費者の会・千葉登34∠L一拐引

あ
な
た
の
健
康

心
身
医
学
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
十
一

周
囲
の
無
理
解
が
う
つ
病
を
悪
化
さ
せ
て
い
る

周

囲
の
人

々
の
な
か
に
は
、

本
人

が
病
気
で
あ
る
こ
と
す
ら

認

め
ず
、「
怠
け
者
」
扱

い
を
す

る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
う

つ
病
に
お
ち

い
っ
た
人

た
ち
は
、
自
分

が
「
怠
け
者
」
視

さ
れ
て

い
る
こ
と
を
気
に
し
て
、

少

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
さ
ら
に

消
費
し
、
ま
す
ま
す
う
つ
病
を

悪
化
さ
せ

る
結
果
と
な
り
ま
す
。

こ

の
よ
う

な
悪

循
環
に
お
ち

い

っ
て
し

ま
う

ケ
ー
ス
は
実
に
多

い
も
の
で
す
。

患
者

さ
ん
の
家
族
か
ら
よ
く

言

わ
れ
る
こ

と
に
、「
じ

っ
と
寝

か
せ

て
お
く
と
、
か
え

っ
て
体

が
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

も

っ
と
運
動

を
さ
せ

て
も

い
い

で
し
ょ
う
か
」
「
無
理
を
し
て
で

も
外

の
散
歩
に
出

さ
せ
て
み
て

は
」
「
朝
、
起
き
ら
れ
な
い
と
ま

ず
い
の
で
、
き
ち
ん
と
起
こ
す

よ
う
に
し
た
ら
」
「
旅
行
に
連
れ

て

い
っ
て
少
し
元

気
を
出
さ
せ

て
み

た
い
の
で
す
が
」
な
ど
と

い
弓

質
問

が
あ
り

ま
す
。
こ
れ

ら
は

い
ず
れ
も
周
囲
の
人
々
の
、

う

つ
病
と
い
弓

病
気
に
対
す
る

無
理
解

と
無
知
か
ら
生
じ
た
言

葉
と

い
え

ま
す
。

休

養

の
必

要
性

う

つ
病
を
ロ
ー
ソ
ク
の
火
に

た
と
え

る
と
、「
ロ
ー
ソ
ク
の
火

が
あ
と
少
し

で
燃
え

つ
き
よ
う

と
し
て

い
る
状
態
」

と

い
う
こ

と

が
で
き
ま
す
。

あ
る
い
は
、
こ

の
病
気
を
自

動
車

に
た
と
え

て
み
る
と
、
今

ま
で
順
調

に
走
っ
て

い
た
の
が

急
に
動
か
な
く

な
っ
た
よ
う
な

状
態
な

の
で
す

。

病
院
で

の
検
査

は
、
ど
こ
に

故
障

が
起
き
た

も
の
か
を
調

べ

る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ

が
、
修
理
工
場

に
出
し

て
点
検

を
す

る
と
、
部
品

や
車
体
に
は

ま

っ
た
く
異
常

が
な

い
と

い
う

結
果

が
得
ら

れ
、
よ
く
よ
く
調

べ
て
み

る
と
、
動

か
な

い
原
因

は

ガ
ソ
リ
ン

が
不
足
し

た
状
態

だ
と
考
え
て
く

だ
さ

い
。

そ
こ
で
、

ガ
ソ
リ
ン
を
補
給

さ
え
す

れ
ば
、
自
動

車
は
円

滑

に
走
る
こ
と

が
で

き
る
こ

と
に

な
り
ま
す

。

う
つ
病

の
治
療

に
あ
て
は
め

る
と
、
少
な
く

な
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う

の
で

は
な
く
、
エ

ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え

る
こ

と
を
主

眼
と
し
た
方
法
を
と

る
必
要

が

あ
る
と

い
う

わ
け
で

す
。

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え

る
に
は

「
栄
養
」
と

「
休
養
」
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ

れ
以
上

干
不
ル

ギ
ー
を
消

費
す

る

「
運
動
」
は
、
し
て

は
な
ら

な

い
こ
と
に
な
り
ま
す

。

匸

‥
で

い
え

ば
、
う

つ
病
の

人
に
は
、
周
囲

の
理
解
と

十
分

な
休
養

が
、
病
気
を
治

す
重
要

な

ポ
イ
ン
ト
に
な

る
の
で
す
。

（
松
戸
市
医
師
会

）

市営白井聖地公園の

募集します

受付期間



子ども・夫婦・家族等の悩み

少子高齢化や、家庭の小規模化の進展、女性の社会進出の増大などにより、家族のありよ

うも大きく変化しつつあります。もし 、子どもや夫婦、家族のことなどで、悩みがありまし

たら 、気軽にご相談＜ださい。専門の相談員が皆さんの相談に応じます。

■児童虐待についての相談・通報は家庭児童相談員へ

・「いろいろなストレスや不安から子どもを虐待してしまいそう」「自分ではしつけのつもり

だったが、もしかするとこれは虐待？」と思ったら 、まず相談を

・「子どもの泣き声がヒステリック」「子どもの身体に傷が…」「子どもがいつもピクピクして

川井敏久

信頼の回復に向けて

いる」など、自分の周囲でおかしいなと気がついたら通報を

・ 家庭内での子どもへの対応がわからないという親の悩み等の相

談は家庭児童相談員へ

・「子どもがひきこもりがちになる」などで悩んでいるご家族の

人、まず相談を。一緒に考えていきましょう。

・そのほか、子どもや家族のことで、相談を受け付けています。

■配偶者等、近親者による暴力等での相談は 婦人相談員 へ

・配偶者等による身体的暴力 、精神的・性的暴力 、言葉による暴

力 、経済的暴力等で悩んでいる人の相談に応じます。

固児童福祉課o366 ―ﾜ3∠L「ｱ

収
納
課
元
職
員
に
よ
る
公
金

横
領
事
件
に
つ
き
ま
し
て
、
広

報
ま
つ
ど
（
市
長
室
発
）
６
月

2
5日
号
に
引
き
続
き
、
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
件
の
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
助
役
に
厳
命
い
た
し
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
全

容
が
ほ
ぼ
解
明
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
調
査
結
果
の
全
容
と

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
市
議
会

の
「
全
員
協
議
会
」
に
報
告
を

し
、
議
員
の
皆
様
か
ら
も
厳
し

い
ご
意
見
、
ご
忠
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
監
査
委
員
に

対
し
て
、
賠
償
責
任
と
賠
償
額

の
決
定
に
つ
い
て
監
査
請
求
を

い
た
し
、
先
日
そ
の
報
告
と
意

見
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女性も男性もあらゆる分野で、性別にとらわれることなく、自分らしく輝い

て生 き てい け た ら 素 敵 で す ね． そ ん な 願 い を 込 め て 、性 や世 代 の 違 い を こ え て

共 に 集い 、学 び 、語 り 合 う｢ ゆう ま つ どフ ェ ス タ2001｣ を11 月24 日出 ・25 日

(日)の2 日 間 に わ た っ て 、女 性 セン タ ー ゆう まつ と で 開 催し ま す ．

フ ェ スタ を 企 画 一運 営 す る 実 行 委 員 会 で は 、｢ゆう ま つ どフ ェ スタ2001｣ に

ふさ わし い メ ーン テ ー マ を 募 集し ま す ． 奮 っ てご 応 募く ださ い ．

圃9 月20 日出 〔必 着 〕まで に 、ハ ガ 牛 ま た はフ ァ ク スで｢ メ ー ン テ ーマ｣･ 住所･

氏 名 ・電 話 番号 を 記 入し て 、 干271  -0091 松戸 市 本 町1 ∠1の10　 女 性 セ ン タ ー

内｢ ゆ う ま つ ど フ ェ ス タ2001 実 行 委 員 会｣(S36 ∠|－8 刀8M364-7888) へ　 ＿._

そ

の
結

果
、
損

害
額

は
三
千

七
十
七
万

七
千
五
百
円
と

な
り
、

そ

の
う
ち

遅
延
利

息
額

を
含

め

て
千

七
百

六
十

一
万

六
千

二
百

七
十

五
円

か
弁
済

さ

れ
て

い
な

い
こ

と

が
新
た

に
判
明
し

ま
し

た

。
こ

れ
に

つ
い
て
は
元

職
員

に
対

し
、
市

と
し

て
損

害
賠

償

命
令

を
出

し
、
請

求

い
た
し
ま

す

。な
お
、
元

職
員

に
対

す
る
告

訴
状

に

つ
き
ま
し

て
は

、
す
で

に
松

戸
警

察
署
に

提
出

い
た
し

ま
し

た

。
今
後

は
司

法

の
捜
査

に
委

ね
て

ま

い
り

た

い
と

存
じ

ま
す

。

こ
こ

に

あ
ら
た

め
ま
し

て
、

市
民

の
皆
様

に
深

く
お
詫

び
申

し
上

げ
ま

す
。

～あなたの子育てを応援します～

まつどファミリー・サポート・センターは、育児の援助を行いたい人（提供会員）、育児

の援助を受けたい人（利用会員）力Xらなる会員組織です。地域のより身近な人同士でお子さ

んを預けたり、預かったりができるよう 、会員を募集します。

＜対象＞

提供会員…育児援助活動に理解と熱意があり 、健康な市内在住の人（特に資格は必要ありま

せん）

利用会員…市内在住・在勤の人で同居している生後4ヵ月以上10 歳未満のお子さんのいる人

※入会に際し 、相互援助活動の仕組み、援助活動の流れ、入会手続等の説明会を別表のとお

リ行いますので、ご参加ください。また、提供会員は、援助活動に必要な知識や技術を身

に付けていただくため、基礎研修会を受講していただきます。

※入会説明会は、まつどファミリー・サポート・センターで随時行っています。また毎月第

3火曜日午後3時（10 月～3 月は午前10 時）から女性センターゆうまつとて開催しています。

匣電話で、まつどファミリー・サポート・センターS330-29 副 へ（月～土曜日の午前9時

～午後ら時）

な

お
、
事
件

に
関

係
し
た
職

員
の
処

分
に

つ
き
ま
し

て
は

、

８
月
2
0日
付
け

で
そ

の
職
責

、

管
理
監
督
責
任
を
考
え

合
わ
せ
、

地
方
公

務
員
法

、
条

例
に
基

づ

き
、

停
職
三
人

、
減

給
九
人

、

訓
告
六
人

の
厳
正

な

処
分
を

い

た
し
ま

し
た

。

同
時

に
助
役

、
収
入

役
、
水

道
事
業

管
理
者

か
ら

の
減
給

の

申
し
出
を
受
理

い
た
し
ま
し
た
。

私
自

身
に

つ
き
ま
し

て
も

、

市

長
と

し
て
度

重
な

る
事
件

の

責

任
を

痛
感
し

、
公
職

選
挙
法

の
規
定

に
よ
り

、
９
月

議
会

に

条
例
を
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
、

自

ら
も

減
給

の
処
分

を

い
た
し

た

い
と

考
え

て
お
り

ま
す

。

職
員

の
不
祥

事

が
相

次

い
だ

こ
と

に
よ
り

本
市
行

政
並

び
に

職
員

が
失

っ
た
信
頼

は
図
り

知

れ
ま
せ

ん

。
こ

の
こ

と
か

ら
全

職
員

に
対
し

、
全
体

の
奉
仕

者

と
し
て

、
全
力

を
も

っ
て

、
一

刻
も
早

い
市

民
の
信

頼
回
復

に

向
け
努
力

す

る
よ
う

厳
し
く

訓

示

を

い
た
す

と
と
も

に
、
公

金

の
取
り

扱

い
に
つ

い
て
は
特

に

注
意

を
喚
起
し

た
と

こ

ろ
で
あ

り
ま
す

。

市
民

の
皆

様
お

よ
び
市
議

会

の
厳
し

い
ご
批
判

、
監
査
委

員

か
ら

の
ご
指

摘
を
真

摯
に
受

け

止
め

、
私
、
自

ら
先
頭

に

立
ち
、

再

発
防

止
に
最

大
限

の
努
力

を

い
た
す

と
と

も
に

、
市
役
所

の

組
織
運

営

の
改
善
を

早
急

に
図

っ
て
ま

い
り

ま
す

。

種 別 日　時 会　場

入会説明会

(利用会員・提供
会員)

9/8 圉午後∠L時～6時 稔台市民センター

10/ 9(火)午前10時～正午 六実市民センター

10/12廊午前10時～正午 新松戸市民センター

基礎研修会

(提供会員)

8/28㈹午前9時30分～午後5時
女性センターゆうま

つど
10/25㈲午前9時30分～午後ら時

12/21㈹午前9時30分～午後5時

今
回

の
不

祥

事
に
関

し
、
市

民

の
皆
様

に
大

変
ご
迷

惑
を

お

か
け
し
ま

し
た
こ

と
を

重
ね

重

ね
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す

。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、 市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク スを 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

FAX  366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.jp

(7月末現在の受信件数)ファクス746件､メール604件

家

族

を

養

う

責

任

今

の
社

会

は
男

性

が

仕

事

を

し

て
家

族

を

養
う

収

入

を

得

る

こ

と

が
当

た
り

前

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

し

か
し

、

仕

事

を

続

け

る

こ

と

も

厳
し

さ
を

増

し

て

い
ま

す

。

警

察

庁

の
発

表

に

よ

る

と

、

一

九

九

八
年

、
一
九

九

九

年

と

、

自

殺

者

は

増
加

、

中

で

も

三

十

～

五

十

歳
代

の
男

性

の

自

殺

者

が
増

え

て

い

る

と

言

い
ま

す

。

ま

た

、
「
過

労
死

」
と

い
う

言

葉

が
生

ま

れ

て
久

し

い
よ

う

に

、

仕

事

の

仕

方

の

問

題

も

指

摘

さ

れ

て

い

ま

す

。

男

性

中

心

の

仕

事

社

会

ど
う
し
て
、
自
分
自
身
を
追

い
込

む

ほ

ど

に

、
「
頑
張

っ
て

」

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ

ま

な
要

因

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

が
、
家
族
を
養
う
責
任
を
持
つ

「
男
」
と
い
う
役
割
か
ら
は
簡
単

に

は

降

り

ら

れ

な

い
こ

と

、

仕

事

が
自

分

の

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

ー

に

関

わ

る

こ

と

、

仕

事

の

世

界

が

プ

ラ

イ

ベ
ー

ト

な

生

活

や
個

人

の

感

情

を

持

ち

込

ま

せ

な

い

こ

と

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

ま

す

。
「
男

」
と

し

て

、
職

業

人

と

し

て

、

常

に

自

信

が

あ

る

よ

う

に

振

る

舞

っ

て

い
な

け

れ

ば
、

自

分

が

守

れ

な

く

な

る

と

い
う

こ

と

も

あ

る

で

し

ょ

う

。

男

女

の

甘

え

と

依

存

の

関

係

そ

の

中

で

、

弱

み

を

見

せ

ず

職

業

人

と

し

て

の

自

分

を

演

じ

ホ ー ム ペ ー ジ

http:// ∽.intership.㈲p/Womens-c/yuumatsudo/

メ ー ルyuu.matsudo@intership.ne.jp

罰 女 性 セ ン タ ー ゆ う ま つ ど

Q364-8778  EM364-7888

た
り
、
仕
事
に

の
め
り
込

ん
で

し
ま
え

ば
疲

れ
が
た
ま
り

、
弱

い
自
分
も
受
け
と

め
て

も
ら

い

た

い
と

い
う
思

い
を
持

つ
よ
う

に
な
り
ま
す

。
そ
し

て
、
そ
の

願

望
は
多
く

の
場

合
、
女

性
に

向

か

い
ま
す

。

そ
し
て
、
求

め
ら

れ
る
女

性

は
と

い
う
と
男
性

に
経
済
力

を

求
め
る
一
方
、「
傷
つ
き
疲

れ
た

男
性
」
を
療
し

、
慰

め
、
身
の

回
り

の
世
話
を
し

て
あ
げ
る
こ

と
で
、
自
分
を

確
認
し

よ
う
、

自
分

の
存
在
意
義

を
見

つ
け
よ

う
、
と
し
て
き
た
面

も
あ
る
の

で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

活

か

し

合

え

る

関

係
へ

し
か
し
、
養

い
養
わ
れ
る
、

癒
し
癒

さ
れ
る
関

係
が
性
別
に

よ

っ
て
固
定
化

さ
れ
、
一
方
の

役
割
だ
け
を
期
待

さ
れ
る
こ
と

に
、
息
苦
し

さ
を
感
じ
る
人
も

い
ま
す

。
そ

れ
が
男

性
の
頑
張

匯（
過

ぎ
や
、
男
性

を
精
神
面

や

生
活
面
で
支
え

る
だ
け
で
は
、

自
分
を
活

か
す
こ

と
は
で
き
な

い
、
自
分

ぽ
身

も
活

か
せ
る
よ

う
な
関
係
を
持
ち

た

い
と
考
え

る
女
性

の
増
加

に
表
れ
て

い
る

の
で
し

ょ
う

。

女
性
も
男
性

も

い
き

い
き
で

き

る
よ
う
な
働

き
方
と
、
お
互

い
を
活
か
し

あ
え

る
よ
う
な
関

係
を
作

っ
て

い
く
こ

と
が
、
こ

れ
か
ら

の
課
題

の
一
つ
と

い
え

る

の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。

Vol.5

素敵に生きるジェンダーフリー 男であること

一人で悩まず、まず相談を！市長室・発
No.83

相談日…月～金曜日

時間…児童相談＝午前

９時～午後５時、母子婦

人相談＝午前８時45 分

～午後5 時

場所…市役所新館３階

児童福祉課( ≫366-

7347)

「ゆうまつどフェスタ2001」 メ

ト
。ン

テ
ド

マ

。

を

募

集

まつどファミリー・サポート・センター
会員募集＆入会説明会を開催

日 程 表



松
戸
市
総
合
防
災
訓
練

あ
な
た
を
守
り
ま
す

東
葛
飾
地
域
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・２
（
震
度
５
強
～
６
弱
）
の

直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
松
戸
市
総
合
防
災
訓
練

を
８
月
2
9日
團
に
行
い
ま
す
。

市
内
八
ヵ
所
の
訓
練
会
場
で
は
、
実
際
の
避
難
所
生
活
を
送
る

場
合
を
想
定
し
た
、
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
訓
練
に
よ
り
、
正
し
い
防
災
知

識
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

圖
防
災
課

昔
3
6
6
・
7
3
0
9

昨年の火災防御訓練から（第五中学校）

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

●

迅

速

な

初

動

体

制

づ

く

り

①
災

害

対

策

本

部

を

設

置

市
役
所

に
災

害
対
策
本
部
を
設

假
し
、
地
域

防
災
無
線
や
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
（
民
間

協
定
に
よ
る
出
動
）

を
使
用
し

て
、
情
報
収
集

・
集
計

を
行

い
、
地
域
対
策
本
部
へ
の
後

方
支
援

、
全
体
調
整
お
よ
び
各
機

関
と

の
折
衝
に
あ
た
り
ま
す

。

ま
た

、
消
防
指
令
管
制
シ
ス
テ

ム
や
大

規
模
災
害

糸
処
理
シ

ス
テ

ム
を
利
用
し

た
活
動
訓
練
を
行

い

ま
す

。

②
地
域
対
策
本
部
を
設
置

今
年
は
、
四
ヵ
所
の
地
域
対
策

本
部
を
設
置
し
、
担
当
管
内
の
よ

り
詳
細
な
情
報
収
集
に
よ
っ
て
、

的
確
な
救
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
各

訓
練
会
場
の
状
況
を
災
害
対
策
本

部
に
中
継
し
、
迅
速
で
正
確
な
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●

四

地

域

対

策

本

部

・
八

訓

練

会

場

で

防

災

訓

練

を

実

施

①

常

盤

平

地

域

対

策

本

部

（
常

盤

平

支

所

）

常
盤
平

地
区
お
よ

び
常

盤
平
団

地
地
区

を
所
管

訓
練
会
場

＝
常
盤
平

中
学
校

（
常

盤
平

七

の
二
五
）
　・
金
ヶ
作
中
学

校

（
金
ケ
作
三
四

一
の
一
五
）

②
矢

切

地

域

対

策

本

部

（
矢

切

支

所

）

矢
切
支
所
管
内
を
所
管

訓

練
会
場

＝
大
橋
小
学
校

（
二
十

世
紀

が
丘
梨
元
町
三
二

）
　・
矢
切

小
学
校

（
中
矢
切

五
四

⑤

③

馬

橋

地

域

対

策

本

部

（
馬

橋

支

所

）

馬
橋
支
所
管
内
を
所
管

訓
練
会
場

＝
ハ

ケ
崎
小
学
校

（
八

ヶ
崎
六

の
五
三

の

匸
　
・
幸
谷
小

学
校

（
幸
谷
二

二

一
の
谷

④

新

松

戸

地

域

対

策

本

部

（
新

松

戸

支

所

）

新
松

戸
支
所
管
内

を
所
管

訓
膠
会
場

＝
新
松
戸
北
巾
享
校

薪

松
戸
五

の
一
七
九
）
　・
馬
銜
北
小

学
校

（
新
松

戸
南
二
の

匸

地
震
直
後
の
火
事
や
家
屋
の
倒
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
な
ど

を
想
定
し
て
、
初
期
消
火
・
応
急
救
護
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
・
救

出
救
護
・
火
災
防
御
等
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

①

初

期

消

火

訓

練

金

ヶ

作

中

学

校

・

矢

切

小

学

校

・

八

ヶ

崎

小

学

校

・

幸

谷

小

学

校

・

新

松

戸

北

中

学

校

道

路
等

の

障

害

で

消

防

車

両

の

到

着

が
遅

れ
て

い
る
と

の
相
淘
疋
で
、

参

加

住

民

全

員

に

よ

る

バ

ケ

ツ

リ

レ

ー

を
行

い
ま

す

。

②

応

急

救

護

訓

練

大

橋

小

学

校

地
震
に
よ
り
多
数

の
負

傷
者
が

出
た
と
の
想

定
で

、
大

橋
小

学
校

に
応
急
救
護
所
を
設
置

。
地
域
の

医

師

が
駆
け

つ
け

、
医

療
救
護
活

動
を
行

い
ま
す

。
負

傷
者
を

バ
ス

ー
タ
ク
シ

ー
（
民
間
協

定
に
よ
る

出
動
）
で

搬
送
し

、
医

師
に
よ
る

ト
リ
ア

ー
ジ
（
負

傷
者
の
選
別
）
、

応
急
手
当
等
を
行

っ
た
後
、
救
急

車
に
よ
り
後
方
医
療

機
関
へ
搬
送

し
ま
す

。

③
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練

ハ
ケ
崎
小
学
校

非
常
電
源
の
確
保
、
非
常
通
信

回
線
等
の
設
置
、
ガ
ス
の
供
給
停

止
・
復
旧
な
ら
び
に
広
報
活
動
、

水
道
の
仮
設
給
水
等
を
各
機
関
が

行
い
ま
す
。

④
救
出
救
護
訓
練

常
盤
平
中
学
校

被
災
し
た
車
両
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
負
傷
者
の
救
出
や
、
倒
壊
し

た
建
物
か
ら
の
救
出
活
動
を
、
陸

上
自
衛
隊
・
消
防
隊
・
消
防
団
・

住
民
（
地
域
防
災
協
力
員
・
地
域

防
災
リ
ー
グ
士

が
行
い
ま
す
。

⑤

火

災

防

御

訓

練

馬

橋

北
小

学

校

地
震
に
よ
り
発
生
し
た
火
災

や

道
路
等
の
障
害
で
消
防
車
両

の
到

着

が
遅
れ
、
ま
た
、
水

道
管
等

に

も
被
害
が
発
生
し
消
火
栓
も
使
え

な
く
な
っ
た
と
の
相
沢
疋
で

、
地
域

防
災
協
力

員

・
地
域
防
災

リ
ー

ダ

ー
に
よ
る
初
期
消
火

、
地
区

の
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
消
火
活
動

消

防
隊

・
消
防
団
に
よ

る
遠
距

離

中

継
送
水
の
消
火
訓
練

を
行

い
ま

す
。

訪

問

調

査

員
（
非

常

勤

）
を

募

集

業

務

内

容
介

護

保

険

認

定

に

伴

う

訪

問

調

査

な

ど
　

応

募

資

格
二

十

五

歳

以

上

六

十

五

歳

以
下

で

保

健

婦
（
士

）
・
看

護

婦
（
士

）
の

有

資

格

者

で
実

務

経

験
三

年

以

上

の
人

募

集
定

員

若
干

名

※
皿
閂
の
医
療
機
関
等
に
勤
務
し

て
い
る
人
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

圜

介

護

支

援

課

登
3
6
6・
7
3
7
0

パ

ー

ト

保

健

婦
（
士

）
・
助

産

婦

を

募

集

業
務
内
容
保
健
婦
（
士
）
＝
検

診

・
相
談
業
務

・
家
庭
訪
問
、
助
産

婦

＝
家
庭
訪
問

応
蔓

質
格
保
健

婦
士
）
・
助
産
婦
の
有
資
格
者

※
市

内
の
医
療
機
関
等
に
勤
務
し

て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

圖
保

健
福
祉
課
保
健
係

昔
3
6
6
・
７

敬
老
祝
金
を
お
贈
り
し

ま
す

平
成
Ｂ
年
度
中
（
平
成
Ｂ
年
４

月
１
日
～
平
成
1
4年
３
月
3
1日
）

に
満
七
十
七
歳
、
満
八
十
八
歳
、

満
九
十
九
歳
ま
た
は
百
歳
以
上
に

・

喞

一

譱

な
ら

れ
る
人

に
敬
意
を
表
し
、
敬

老
祝
金

を
お
贈
り
し
ま
す
。

対

象
お
よ
び
金
額
…
平

成
1
3年
４

月

１
日
現
在

、
本
市
に
住
民
登
録

・
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
人
で
、

９
月

１
日

現
在
も
居
住
し
て

い
る

人〈
対

象

者

と

贈

呈

金

額

〉

一
満
七

十
七
歳
（
喜
寿
）
（
大
正
1
3

年

４
月

２
日
～
大
正
1
4年
４
月

１

日

生
ま
れ
）

＝
一
万
円

一

満
八
十
八
歳
（
米
寿
）
矢

正

２

年

４
月

２
日
～
大
正
３
年
４
月

１

日

生
ま
れ
）

＝
二
万
円

一

満
九
十
九
歳
（
白
寿
）
（
明

治
3
5

年

４
月

２
日
～
明
治
3
6年
４
月

１

日

生
ま
れ
）

＝
三
万
円

一

満
百

歳
以
上

（
明
治
3
5年

４
月

１
日
以
前
の
生
ま

れ
）

＝
五
万
円

お
渡
し
方

法
…
９
月
1
4日

窗
に
指

定
口
座
に
振
込
み
ま
す

。

※
該
当
す
る
人
へ
は
通
知
し

て

い

ま
す

が
、
届

い
て

い
な

い
人
は

ご
連

絡
く

だ
さ
い
。
口
座
振
込

の
方
法

が
と
れ
な

い
人
に
は
、

別
途

、
通

知
し
ま
す
。

圜
高
齢
者

福
祉
課

登
3
6
6
・
７

３
４

市
民
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
を

～
一
日
一
円
・
年
額
三
百
六
十
円
で
交
通
事
故
を
補
償
～

期日 会 場

9/5(7(0
あさ ひ幼稚園

五香公会堂

6 ㈲ 稔台市民センター

7窗 伊勢丹松戸店

10(月)松戸市立病院

11(火)
大金平消防署
小金北市民センタ ー

12 ㈲
八柱市民センター

牧の原栴檀幼稚園

13 休）小山集会所

14 脯 松戸駅東西連絡通路

17(月)古ヶ崎市民センター

18 ㈹
みどり幼稚園

明市民センター

19團 六実集会所

20 ㈲
馬橋市民 センター
馬橋東市民センタ ー

21窗 八ヶ崎会館

25(火)矢切幼稚園

26團 高塚住宅管理事務所

27困 松戸駅東西 連絡通路

時間午後1時30分～3時30分

(9/10は午前10時～午後2時)

8/29（

水）

日
ご
ろ
の
訓
練
が

災
害
対
応
型
訓
練

（
訓
練
時
間
＝
午
前
9
時
4
5
分
～
1
0
時
1
5
分
）

「
一
日
一
円
の
保
険
」
で
お
な

じ
み

の
交
通
傷
害

保
険

の
受
け
付

け

が
９
月
３
日

丱
か
ら
始

ま
り

ま

す

。加

人
で
き
る
人
①
市
内

に
居
住

し
、
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人

登

録
を
し
て
い
る
人
2
市
内
の
事
業

所
に
勤
務
し
て

い
る
人
　

保
険
料

一
人
一
口
に
限
り

、
年

額
三
百

六

十
円

（
中
途
加
入

は
月

割
三

十
円

）

保
険
期
間

半
成
1
3年
1
0月

１
日
～

平

成
1
4年
９
月
3
0日
　

対

象
と
な

る
事
故
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車

・
電
車

な
ど
に
関
連
し
た

事
故
で
国
内
で
発
生
し
た
事
故
（
航

空
機

・
船
舶
事
故

は
除
ぐ
）
　

加

入
方
法
・
受

付
会
場

保
険
料

を
持

っ
て
安
全
課

・
市
民
課

・
各
支
所

ま
た
は
出
張
受
付
会
場
（
左
表
）
へ

※
雨
天
の
場
合

、
会
場

に
よ
り
中

止

す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

。

圖
安
全
課

昔
3
6
6
・
7
3
.
4
1



収
容
避
難
所
体
験
訓
練

災

害
に
よ

る
家
屋

の
倒
壊
や
焼

失
な

ど
で

家
を
失
っ

た
と
き
に

、
＼

収
容
避

難
場
所
で

生
活
す

る
た

め
の
訓
練

で
す
。
備
蓄
品

や
機
材

を

皆
さ
ん

が
操
作
し

、
実
際
に

ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
体

験
し
ま
す

。

※
す
べ

て
の
訓

練
会
場
で
行
い
ま
す
（
上
履

き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
。〈

※
町
会
・
自

治
会

・
管
理
組
合
な
ど
の
単
位
で

の
参
加
が
基
本
と
な
り

ま
す
が

、
個
人
で
の
見
学

・
参
加

も
で
き
ま
す

。
　
　
　
　
　

ド

①

避

難

者

受

入

等

訓

練

名

簿

作

成

訓

練

町

会

・
自
治
会
単
位
で
避
難
者

名
簿
を
作
成
し
、
避
難
し
て

い
る

人

や
そ
の
人
数
を
把
握
し
ま

す
。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

受

入

訓

練

災

害
時
の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入

れ
を
行

い
ま
す
。

情

報

伝

達

訓

練

住
民
の
安
否

や
地
域

の
被
害
の

状
況
、
市
か
ら

の
情
報
等

を
掲
示

板
に
張
ひ
出
し
、
大
切

な
情
報
を

伝
え
ま
す

。

私たちの住んでいる松戸市は 、南関東地震の観測強化地域に指定され、近くには静岡

県を中心とする東海地震の想定震源域があります。大地震が発生した場合、防災関係機

関は全力をあげて防災活動に取り組みますが、同時に多発する災害のすべてに対応する

ことは困難だと思われます。

｢防災機関に頼っていては間に合わない｣ 、｢家庭(ｲ固人) の力では手に負えない｣ よう

応
急
物
資
等
受
領

搬
送

・
仕

分
け
訓
練

避
難
所
に
運
ば
れ
て
く
る
食
べ

物
な
ど
各
種
物
資
を
受
け
取
り
、

仕
分
け
を
し
ま
す
。

婦人防火 クラブの訓練

な大地震により発生した被害を最小限にくいとめるのに大

きな力を発揮するのが､ 地域の団結力 、自主防災組織です。

市は、「自分たちのまちは、自分たちで守る」という防

災意識を持ち、緊急時に助けあえる自主防災組織を町会・

自治会ごとに結成していただくことが、最も重要だと考え

ています。自主防災組織がまだな＜、結成をお考えの町

会・自治会は、防災課へご相談＜ださい。

圜防災課o366 ―ﾜ309

②

飲

料

水

等

確

保

訓

練

浄

水

機

訓

練

浄
水
機
を
使

っ
て

プ
ー
ル
の
水

を
浄
化
し
、
飲
み
水
を
作
り

ま
す
。

飲

料

水

受

領

搬

送

訓

練

浄
水
機
で
作

っ
た
飲

料
水
を
受

け
取
り
、
か
ま
ど
訓
練

に
使
用

し

ま
す
。

か

ま

ど

訓

練

ブ
ロ

ッ
ク
な

ど
を
利
用

し
て
か

ま
ど
を
作
り
、
飲
料
水

を
煮
沸
し

ま
す
。

炊
き
出
し
訓
練

市
で
備
蓄
し
て
い
る
ア
ル
フ
ァ

米
を
使
っ
て
炊
き
出
し
を
し
、
試

食
し
ま
す
。

③
体
育
館
内

訓
練

収
容
ス

ペ
ー
ス
割
り
振
り
訓

練
一
人
当
た
り
二
・
五
平
方
片
の

収
容
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
避
難
者

に
割
り
振
り
ま
す
。

照
明
器
具
組
立
訓
練

照
明
器
具
を
組
み
立
て
、
発
電

機
を
使
っ
て
明
か
り
を
つ
け
ま
す

簡
易
ト
イ
レ
組
立
訓
練

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
簡
易
ト
イ
レ

を
組
み
立
て
ま
す
。

会合での検討・討議

・組織の結成

・自主防災活動の開始

●・組織をつくろう・●

全国初のリモコンサイト

より便利になった案内板

～案内板を携帯電話で操作～

松戸駅西ロデッキに設置したイン

ターネット案内板の表示を操作する

リモコンサイトを設けました。

NTTドコモ社iモード対応の携帯

電話を利用すると、今までの避難場

所等街区案内板・気象情報・ニュー

スなどのほかに、ほっトピックス

（市長公務日記）・市立博物館・木

●・組織を生かそう・●

いくら組織ができても 、それが活用されなければ絵

に描いた餅(もち)に終わってしまいます。自主防災組

織があることも大切ですが、防災活動(訓練)が実際に

行われていることのほうがもっと大切です。

市には291 の自主防災組織があり、町会・自治会の

約80 広が結成しています(平成13 年4月現在)。しかし 、

もれ陽の森（21世紀の森と広場）・戸定歴史館の情報が得られます。

アドレスは、http://www.jsi-rc.gr.jp/1/で、

案内板に表示されるパスワード（1回ごとに変わります）の入力が必要

です。

新松戸駅前 、八柱駅前に設置したインターネット案内板は 、９月か

ら利用できる予定です。

固防災課o366 ―ﾜ309

日ごろから自主的に防災活動を行っているのは、4分の1 程度です。自主防災組織がある

町会・自治会は、普段から防災知識の普及や防災資機材の点検、年に一度の防災訓練な

とを行いましょう。頭で分かっていても 、いざとなるとな

かなか対応できないもの。実際に避難路を歩いてみた

リ、消火器を使った訓練をしておくことが大切です。

「災害が起きても自分だけは大丈夫」と思いがち

ですが、そんなことはあり得ません。8月29 日の総

合防災訓練はいい機会です。ぜひご参加ください。ま

だ､町会などで行われる訓練には積極的に参加しましょう。

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

９
月
1
3日

水
午

後
２
時
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
F
松
戸
ビ
ル
五
階

会
議
室

※
傍
聴
で

き
ま
す
。
議
案
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圖
教
育

青

貝
会
企
画
管
理
室

登
3
6
6

・
７
４
｛
に
O
l
にａ

松

戸

市

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

委

員

会

会

議

を

開

催

８
月
3
0日
困
・
3
1囗
座
各
午

前

1
0時
～

午
後
５
時
　

会
場
京
葉

ガ

ス
Ｆ
松

戸
ビ
ル
六
階
会
議
室
　

議

案
平
成
1
3年

度
視
聴
覚
教
材
選
定

試

写
　

傍
聴
定
員
各
日
先
着
五
人

圃
当
日
会
場
で

圜
社
会
教
育
課
市
民
文
化

係
登
3
6
6

・
７
４

戸０
り
乙

納
期
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

８
月
3
1囗
蚩
は
市
県
民
税
（
第

二
期
）
の
納
期
限
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

固
収
納
課
公
3
6
6
・
7
3
2
5

「

歌

の

街

」
の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災
行
政
用
無
線
局

の
試
験
放

送
と
し
て
流
し
て

い
る
「
歌

の
街
」

の
放
送
時
間

が
、
９
月

１
日

出
～

1
0月
3
1日

水
の
間
、
午
後

５
時

に

な
り
ま
す

。

圖
防
災
課

昔
3
6
6
・
7
3
0
9

林間学園施設一般開放

市 の林 間 学 園施 設 （白

樺 高原 荘 ）を 開放し ま す。

社 会 教育 活 動 やレ ク リエ

ー ショ ン な ど にご 利 用く

ださ い 。

ご

み

ツ

ア

ー

参

加

者

を

募

集

私
た
ち

が
毎
日

生
活

し
て

い
く

上
で
出
し
て

い
る
ご
み

が
、
ど

の

よ
う
に
処
理

さ
れ
て

い
る
の
か
を

知

っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
清
掃

施
設

の
見
学

会
を
毎

月
第
二
水
曜

日
に
行

い
ま
す
。

時
間

午
前
８
時
5
0分
～
正

午

コ
ー
ス
市
役
所
地
下
玄

関
（
集

合

～
日
暮

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
～
資

源
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
～
和
名

ケ
谷

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
～
市
役

所

（
解

散
）
　

対
象
市
内
在
住
の

人

（
乳

幼
児

の
参
加
は
不
可
）

定
員

先
着
二
十
人

千

人
以
上

の

団
体

に
つ

い
て
は
別
途
申
し
込
み

可

。
参

加
申
し
込
み
人
数

が
十
人

以
下

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
）

費
用
無
料

※
現

在
９
月
1
2日

・
1
0月
1
0日

分

を
受
け
付
け

て

い
ま
す
。

圃
実

施
希
望
日
の
五
旦

圜
ま
で
に
、

電
話
で
環
境
計
画
課

登
3
6
6
・
7
3

3
2
へ

建

築

物

防

災

週

間

中

、

防

災

査

察

を

行

い

ま

す

８
月
3
0日

水
～

９
月

５
日

水
は

建
築
物
防
災
週
間
で

す
。
期
間
中
、

市
で
は
病
院

・

デ
パ
ー
ト

ー
ホ
テ

ル

・
学
校
等

の
特

殊
建

築
物
を
対

象
に
、
防
災
査
察

を
行

い
ま
す
。

安
全
な
街

づ
く
り

の
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。

圖
建
築
指
導
課
指
導
係

登
3
6
6
・
７

交 通

電車 …ＪＲ中央線茅野( ちの) 駅から
バスで美し 松入口下車徒歩約30 分

車…上信越自動車道佐久 インタ ーか
ら 約1 時 間。中央自動 車道諏訪イン

タ ーから約45 分

宿泊 費

大人 （高校生以上）　　800 円
子ども（ﾉ」卜 中学生）　∠L00円

※市外居住者は 、いずれも2ｲ吝

暖房費（10 月
～14 年4 月）

１人　200 円

利用期間 9月22 日倒～1 ∠1年5 月６日㈱

休園日
月曜日(祝日等と重なる場合はその翌

翌日) ・12 月31 日(月卜14 年1 月3日(本)

食 事 外食のみ

※宿泊 ・暖房費には 消費 税相当 額が加算さ れます。

匣]利 用 日の1 ヵ 月 前から1 週 間前 の問 に 、直 接 教

育 委員会 学務 課( 京葉ガ スＦ 松戸 ビル4 階､0366

-ﾜ45ﾜ) へ

町会・自治会の会

合で、防災活動の

必要性を訴える

つくろう
生かそう 自主防災組織

自主防災組織の例

（
訓
練
時
間

＝
午
前
1
0時
1
5分
～
1
1
時
3
0分
）

災害と地域について勉
強し、地域内の防災活

動の必要性を確認する



※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

個

人

市

政

見

学

会

９

月

１１
１１１１
日

火

午

前

９

時
4
5
分

市

役

所

正

面

玄

関

前

集

合
　

コ

ー

ス

市

役

所

～

博

物

館

～

和

名

ケ

谷

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

（
昼

食

と

見

学

）

～

消

防

局

～

市

役

所

（
午

後

３

時

解

散

予
｛
疋
｝
　

定

員

先

着

二

十

二

人
　

持

ち

物

昼

食

（
食

堂

等

は

あ

り
ま
せ
ん
）
　
費
用
無
料

※

三

人

以

下

の

場

合

は

中

止

圃

電

話

で

広

報

課

昔
3
6
6・
7
3
2

0

へく

ぼ

た

ま

さ

と

さ

ん

の

シ

ョ

ー

と

工

作

教

室

９

月
1
2
日

團

①
午

前

‥
1
1
1
1

一
時

～

１１
一

時
4
0
分

②

午

後

２

時
4
5
分

～

３

時

3
5
分
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内

容

①
諏

ん

な

で

シ

ョ

ー

を

楽

し

も

ラ

②

工

作

教

室

け

ん

玉

と

竹

ト

ン

ボ
を
作
ろ
う
費
用
1
親
子
で
二

千

円

②

一

人

千

二

百

円

（
キ

ッ

ト

付

き

）

昌

松

戸

子

ど

も

劇

場

・
青

木

登
3
8
6

・
ｎ
ぴ
Ｉ
｛
にａ

４

自

宅

の

耐

震

相

談

９
月

５
日
圉
午
前
1
0時
～
午
後

４

時

会
場
小

笠
原
市
民

セ
ン
タ

ー
　
内

容
木
造
住
宅
の
簡
易
耐

震

診
断

・
補
強
方
法
の
相
談

費
用

無

料
※
自

宅
の
平
面

図
（
間
取
り
図

）
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

圃
電
話

で
建

築
指
導
課
構

造
設
備

係

昔
3
6
6
・
7
3
6
8

へ

み

ん

な

あ

つ

ま

れ

く

る

み

の

木９

月

８

日

出
午

前
1
0
時

～
1
1
1
1
1
1

一
時

3
0
分
　
会
場
小
金
原
幼
児
教
室
 
（

金

原

三

の

一
八

）
　
内
容

ど

ろ

ん
こ

遊

び

・
室

内

遊

び
　

対

象

二

・
三

歳
児

と

そ

の

保

護

者
　

持

ち

物

着

替

え

費

用

百

円

（
保

険

料

）

膕
小

金

原

保

育

の
会

幼

児

教

室

・

武

中

昔
3
4
5・
0
0
1
2

無
料
法
律
相
談

９
月
８
日
出
午
後
１
時
3
0分
～

４
時
　
会
場
千
葉
県
弁
護
士
会
松

戸
支
部
（
松
戸
一
三
三
六
東
風
園

ビ
ル
）
　
定
員
先
着
十
五
人

圃
電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸

支
部
公
3
6
6
・
6
6
1
1
へ

聖
徳
大
学
図
書
館
展
示

９
月
2
9日
出
ま
で
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
日
曜
日
・
祝
日
は

休
館
）
　
会
場
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー

ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
内
容
①
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
セ
ル
画
展
②
聖
徳
大
学
書

作
家
六
人
展
　
費
用
無
料

圖
聖
徳
大
学
川
並
記
念
図
書
館
昔

3
6
5
・
1
1
1
1

た
の
し

い
お
は
な
し
会

爪
毎
月
第
一
∵

四
土
曜
日
午
後

３
時
～
３
時
3
0分
②
毎
月
第
一
∵

四
日
曜
日
壬

回
1
1時
～
1
1時
3
0分

会
場
①
図
書
館
本
館
②
図
書
館
小

金
分
館
　
内
容
世
界
中
の
昔
話
や

童
話
を
語
り
ま
す
　
対
象
五
歳
以

上
　
費
用
無
料

圖
新
松
戸
む
か
し
む
か
し
の
会
・

橋
本
晋
3
4
6
9
7
8
5夜
間
の
み
）

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

松

戸

市

身

体

障

害

者

福

祉

会

研

修

旅

行

９
月
3
0日

㈲
T
1
0月

１
日
側
〔
一

泊
二
日
〕
午
前

７
時
3
0分
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康
福
祉
会
館
）
集
合
　

行

き
先
蒲
郡
市
三
河

湾
国

定
公

園
西

浦
温
泉
方
面
　

対

象

市
内
在

任
で

身
体
障
害
者
手
帳

を
持

っ
て

い
る

人
　

定
員
先

着
九
十
人
　

費
用
一

万

七
千
円

圃
９
月

５
日

水
ま
で
に

、
電
話
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松

戸
市
身

体
障
害
者

福
祉
会

・
中
川

昔
3
6
2
・
3
2
7
3

へ

鉄
道
総
合
研
究
所
見
学

８
月
2
9
日
水
正
午
J
R
武
蔵
野
線

新
松
戸
駅
府
中
本
町
行
き
ホ
ー
ム

一
両
目
集
合
（
午
後
４
時
3
0分
解

散
予
定
）
　
会
場
鉄
道
総
合
研
究

所
（
東
京
都
国
分
寺
市
）
内
容
世

界
に
誇
る
日
本
の
鉄
道
技
術
の
研

究
所
見
学

対
象
小
学
三
年
生
以

上

定
員
先
着
二
十
人
　

費
用
六

百
円
（
交
通
費
実
費
）

圃
電
話
で
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
青

木
昔
3
8
6
・
9
1
5
4
へ

「
」
松
戸
市
創
作
グ
ル

ー
プ
展

内　 容 グループ名 内　容 グループ名

こぎん刺

し
津軽こぎん刺しの会

折り紙

松戸折り紙サ

ークル

染めも の 染の会 折り紙矢切

生活学習 青藍会 陶芸 陶の会

原色ドライ

フラワー

日本原色ドライフラ

ワー研究会

パッチ

ワーク

パッチワーク

サークル

ペン習字
松戸ペン習字クラブ 袋もの

袋もの手工芸

サークル

常盤平ペン習字クラブ 編物 ニットクラブ

８
月
2
8日
㈹
～
９
月
２
日
㈲
午

前
1
0時
～
午
後
６
時
（
初
日
午
後

１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
費

用
無
料

圈
社
会
教
育
課
登
3
6
6
・
7
4
6
2

野
鳥
観
察
会

９
月
２
日
㈲
午
前
８
時
松
戸
駅

東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
Ｏ
時

3
0
分
現
地
解
散
〔
雨
天
中
止
〕

会
場
習
志
野
市
谷
津
干
潟

内
容

干
潟
の
水
鳥
を
観
察

持
ち
物
筆

記
具
・
観
察
用
具
な
ど
　
費
用
無

料
（
交
通
費
実
費
）

財
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
登
3
4
5
・
9
8
4
6

「

ひ

ま

わ

り

号

」

で

房

総

の

む

ら

へ

1
0月
2
8日

㈲

行

き
先

房
総
の

む
ら
　

定
員

障
害
者
八

十
人

、
同

伴
者
（
家

族
）
三

十
人

、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
百

九
十
人
（
各
先
着
順
）
　
費

用
大
人
三
千
五
百
円

、
中

・
高

・

大
学
生
三
千
円
、
小
学

生
二
千
円

（
交
通
費

・
昼
食

・
保
険
料
含

む
）

圃
９
月
1
4日

窗
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・

電
話
番
号

・
障
害
者

か
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

の
区
分
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0

－
0
1
7
4

流
山
市
下
花
輪
四
〇

九

（
東
葛
病
院
内
）
ひ

ま
わ
り
号

を
走
ら
せ

る
「
ち

ば
」

実
行

委
員

会
事
務
局

（

公
0
9
0
・
４
９
５
５

・

７
３
９
いＩ３
）
　
　
へ

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ

ア
i
n
千
葉

９
月
８
日
出
午
後
Ｏ
時
3
0分
～

３
時
3
0分

会
場
幕
張
メ
ッ
セ
国

際
会
議
場
二
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
　
内
容
各
施
設
の
職
員
に

よ
る
個
別
相
談
な
ど
　
対
象
福
祉

施
設
等
に
就
職
を
希
望
す
る
人

費
用
無
料

圜
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
登

0
4
3
・
ｍ
Ｊ
・
１
０乙（
り″４

松

戸

民

演

第
2
5
回

記

念

発

表

会９
月
1
6日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

７
時
3
0分

会
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1

内
容
ナ

ツ
メ
ロ
・
演
歌

と
秋
の
踊

り
　

費
用
無
料

圖
松
戸
民
演
連
盟

・
成
嶋

豊
3
4
1
・

こ
ど
も
料
理
教
室

９
月
８
日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
海
老
玉
子
炒
飯
ほ
か
　
講
師
料

理
研
究
家
・
宋
如
芳
氏

対
象
小

学
三
～
六
年
生
　
定
員
先
着
二
十

人

費
用
五
百
円
（
材
料
費
）

圃
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
公

3
8
7
・
3
3
2
0
（
月
曜
休
館
）
　へ

平
和
の
つ
ど

い
「
原
爆
写

真
展
」

９
月
２
日
日
午
後
１
時
～
４
時

会
場
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

平
和
の
絵
手
紙
展
示
と
戦
争
体
験

の
話
　
費
用
無
料

圈
平
和
の
っ
ど
い
実
行
委
員
会
・

斎
藤
公
3
8
5
・
1
4
7
6

全

日

本

チ

ャ

ン

ピ

オ

ン

華

麗

な

る

演

技

の

夕

べ

９
月
3
0日

㈲
午
後
５
時
～
８

時

3
0分

会
場
森

の
ホ

ー
ル
2
1
　内

容
社
交
ダ
ン
ス
全
日
本
L
保
持
者

の
嶺
岸
・
三
輪
組
に
よ
る
模
範
演

技
な
ど
　
費
用
二
千
円
（
前
売
り

の
み
）

固
松
戸
社
交

ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
友

の
会

・
大
井

登
3
6
2
・
８
０

ピ

ア

ノ

で

歌

お

う

８
月
3
0日

困
午
前
1
0時
～

午
後

１
時

会
場
市
民
会
館

内

容
指

揮
者

・
平

沢
諭
氏
歌
唱
指
導

に
よ

る
「
ち

ゅ
ら
さ
ん
」
の
テ

ー
マ
な

ど
　

費
用
五
百
円

圖
女
声
合
唱
団
チ
ェ
チ
ー
リ
ア
・

阿
部

昔
3
6
2
・
2
2
5
8

常盤平老人福祉センター映画会

日　時 内　容

8/29(7)0

午前10

時から

初詣列車 （主演＝渥

美清）

午後1時

から

無法松の一生 （主演

＝三船敏郎）

8/30W
午後1時

から
藏 （主演＝松方弘樹）

会場常盤平老人福祉セン ター　対象市

内在住の60歳以上の人　費用無料

圜 常盤平老人福祉センターc386  -0201

21世紀の森と広場パークセンター
期　　間 内　　容

展
－不

9/ 1㈹～9( 日) ベゴニア展　日本ベゴニア協会千葉支部

9/26W ～30(Eﾖ) 農とふれあう作品展　ＪＡまつど女性部

§

工「

8/260日)午前10時～11時30分 昆虫ウオツチンゲ　講師佐藤隆士氏・前園泰徳氏

9/160日)午前10時～11時30分 昆虫ウオツチング　講師松葉光豊氏

定員先着25人　費用無料
圃当日パークセンタフで〔雨天中止〕

ｍ毎週水・土・日曜日と祝日、午前10

時～正午と午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後∠1時30分　※月曜日は休館(ただし祝日の場合は開館し翌日休館)

エ

イ

ズ

に

関

す

る

相

談

・

H
I
V
抗
体
検
査

受
付
９
月
６
日

水
・
2
0日
困
各

午
後
２
時
～
３
時
　

会
場
松
戸

保

健
所
　

結
果
交
付
十
三
日

後
　

費

用

無
料

※
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
検
査

（
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
）

も
で
き

ま
す

（
た
だ
し
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体

検

査
単
独
は
不
可
）
。

圖
松

戸
保
健
所

疾
病
対

策
課

昔
3
6
1

・
ｎ
乙
１

り乙
１

療

育

相

談

受
付
９
月
2
0日

米
午
後
１
時
～

１
時
3
0分
　

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
診
察

・
必
要

時
レ
ン
ト

ゲ
ン

撮
影
　

対

象
①
十
八
歳
未

満
で
整

形

外
科

的
心
配

の
あ
る
人
図
市

で

実
施
し
て

い
る
乳
児

股
関
節
脱
臼

検
診
未
受
診
者
　

持
ち
物
母
子
健

康
手
帳
　

費
用

無
料

※
予
約
制

固
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課

登
3
6
1

・
り乙
１
９
乙
１

介

護

予

防

教

室

～

作

っ

て

み

て

の

お

楽

し

み

牛

乳

パ

ッ

ク

が

変

身

し

ま

す

～

９

月
2
1
日

原
午

後

１

時
3
0
分

～

４

時

会

場

松

戸

市

社

会

福

祉

協

議

会
　（
総

合

福

祉

会

館

内

）
　
　
対

壓
（

十

五

歳

以

上

の
人

定

員

二

十

人

（
抽

選

）
　

費

用

無

料

匣

９

月
1
4
日

原
ま

で

に

、
電

話

で

矢

切

地

区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

１

登
3
6
8・
7
8
8
5

へ

酒
の
悩
み
ご
と
相
談
・
酒

害
家
族
教
室

９
月
６
日
水
・
2
0日
困
①
相
談

＝
午
後
１
時
3
0分
～
３
時
②
教
室

＝
午
後
２
時
3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健
所

内
容
①
ア
ル

コ
ー
ル
の
飲
み
方
に
心
配
の
あ
る

人
ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
専

門
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

・
保
健
婦
に
よ
る
相
談
②
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
を
抱
え
る
家
族
同
士

の
勉
強
と
話
し
合
い
　
費
用
無
料

※
予
約
制

圖
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
課

昔
3
6
1
・
り乙
Ｉ
り乙
１

食

生

活

講

座

日　時 内　 容

9/4( 火) 言

‰ ）

匸

は 後
仏

ま30

ご 分

健康と食生活について（お話）

スピ ード料理（実習）

11 ㈹

健康づ＜リと運動・休養について

（お話）

手軽にできるヨガ（実技）

18 ㈲

家族そろって生活習慣病を予防し

よう パート１（お話）

野菜をいっぱい食べよう（実習）

25(火)

家族そろ つて生活習慣病を予防し

よう パート２（お話）

カルシウムを上手にとろ う（実習）

会
場
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
本
講
座
を
初
め
て
受
け
る
人

定
員
先
着
三
十
人
　
持
ち
物
エ
プ

ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き
ん
・
筆

記
用
具
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ

１
公
3
6
6
・
7
4
8
9
へ

愛

の

献

血

（
松

戸

市

献

血

推

進

協

議

会

）

８

月
3
1
日

嵐
午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

一
時

4
5分

・
午

後

１

時

～

４

時

会

場

伊
勢
丹
松
戸
店
前

圖

保

健

福

祉

課

検

診

係

登
3
6
6・
７

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

市

で
は
、
生
後
二
ヵ
月

を
過

ぎ

た
人

に
予
防
接
種
の
通
知

を
し

て

い
ま
す
。
平

成
1
3年
６
月
生

ま
れ

の
人

に
は

す
で

に
通

知
済

み
で

、

７
月

生
ま
れ
の
人
に
は
９
月
下
旬

に
通
知
し
ま
す
。
生
後
三
ヵ
月

を

過

ぎ
て
も
予
診
票

が
届

か
な
い
人

ま
た
は
転
入
者

・
紛
失
等

で
予
診

票
の
な
い
人
は
、
直
接
中
央
保
健

福

祉
セ
ン
タ

ー
・
各
支
所

の
市

民

健

康
相
談
室

で
申
し
込

む
か
（

ガ

キ
記
入
要

領
を
参
照
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い
（
後
日
郵
送
）
。

※
予
防
接
種
は
生
後
三
ヵ
月

に
な

ら
な
い
と
受

け
ら
れ
ま
せ

ん
。

圖
保
健
福
祉
課
予
防
衛

生
係
登
3
6
6

・
7
4

００
4

０平成13 年8 月１日以 降に住民 登録をした6 月生 まれ

の人、または予診票を持っていない下記の人は申し

込みとなります。

ツベルクリン反応・BCG3 ヵ 月以上4 歳未満で接種

をしていない人

ポリオ3ヵ月以上｢7歳6ヵ月未満で2回飲んでいない人

ＤＰＴ３ヵ月以上7 歳6ヵ 月未満で4 回接種をし ていな

い人

麻しん1歳以上｢7歳6ヵ月未満で接種をしていない人

風しん1 娥以上7 歳6ヵ 月未満で接種をしていない人

日 本脳炎3 歳以上7 歳6 ヵ月未満で3 回接種をし ていな

い人

健

康

催

し

物

情報

チャンネル



パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

９
月
４
日
天
午
後
１
時
3
0分
～

３
時
　

会
場
女

性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど
　
内
容

就
職
時
に
確
認
し

て
お

き
た
い
労

働
条
件
や
社
会
保

険
、

パ
ー
ト
収
入

と
税
金
の
関
係

な
ど
を

わ
か
り

や
す
く
説
明

（
ガ

イ

ダ
ン
ス
修
了

後
個
別
相
談
に
も

応
じ
ま
す
）
　
講
師
財
2
1
世
紀
職
業

財
団
雇
用
管

理
ア
ド

バ
イ

ザ
ー
・

鈴
木
義
久
氏
　

対
象
こ
れ
か
ら

パ

ー
ト

タ
イ
マ
ー
で
働
き
た

い
人

・

現
在

パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
で
働

い
て

い
る
人
　
定
員
先
着
二
十
人
（
う
ち

個
別

相
談
十
人

）
　

費
用
無
料

圃
電
話
で
女
性
セ

ン
タ
ー

登
3
6
4
・

8
7
7
8

へ

車

イ

ス

社

交

ダ

ン

ス

養

成

講

座９
月

４
日
～
1
0月
９
日
の
毎
週

火
曜
日
〔
全
六

回
〕
午

後
６
時
3
0分

～

９
時
　

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健

康
福
祉
会
館
）
　

内
容
車
イ

ス
社

交

ダ
ン
ス
普
及
会
の
教
本
に

よ
る

ダ
ン
ス
ス
テ
ッ

プ
を
障
害
者
と
健

常
者
が
一
緒
に
学
ぶ
　
費
用
七
千

円

（
テ
キ
ス
ト
代

・
ビ

デ
オ
代

を

含

む
）

圃

８
月
3
1日
窗
ま
で

に
、
電
話

で

鳥
栖

昔
3
8
4
・
5
5
6
3

へ

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○
譲

り

ま

す
（
価

格
無

料

）

〔
家
具
〕
学
習
机
（
い
す
な
し
）
◆

和

式
サ
イ
ド

ボ
ー
ド
◆

テ
レ

ビ
台

◆

折
り
畳
み
式
座
卓
◆
チ

ェ
ス
ト

◆

食
器
棚
◆
た
ん
す
◆

ボ
ッ
ク
ス

棚
◆
折
り
畳
み
式

パ
イ

プ
電
動

ペ

ッ
ト
◆
二
人
掛
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ソ

フ
ァ

〔
子

供
用
品
〕
Ａ
型

ベ
ビ
ー
カ
ー
◆

チ

ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト

（
六
ヵ
月
～

お

も

し

ろ

工

作

ク

ラ

ブ

９
月
1
5日

癆
午
後
１
時
3
0分
～

２
時
3
0分
　

会
場
県
立
現
代
産
業

科
学
館
（
市
川
市
）
　
内
容
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
万
華

鏡
を
作
ろ
う
　

費
用

五
百
五
十
円
（
材
料
費

・
保
険
料
）

圜
基

旦
現
代
産
業
科
学
館

登
3
7
9
・

り
乙

Ｏ

Ｏ

［
ａ

競
技
会
選
手
プ
ロ
に
よ
る

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
講
習
会

９
月
６
日
～
1
0月
2
5日
の
毎
週

木
曜
日
〔
全
八
回
〕
午
後
７
時
～

９
時
　
会
場
柿
ノ
木
曾
公
園
体
育

館
　
内
容
ジ
ャ
イ
ブ
と
ワ
ル
ツ
の

社
交
ダ
ン
ス
　
費
用
八
千
円

圖
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
い
ち
ご
・
長

峰
昔
3
6
5
・
8
4
9
0
（
夜
間
の
み
）

パ

ソ

コ

ン

講

座

①
パ
ソ
コ
ン
を
使

わ
な

い
パ
ソ
コ

ン
講

座
９
月
2
2日
出
午
前
1
0時
～
正

午

内

容
初
心
者
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン

基
礎
知
識

定
員
先
着

十
五

人

②
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
を
学

ぶ

講
座９

月
2
2日

出
午

後
１
時
3
0分
～

３
時
3
0分

対
象

ノ
ー
ト
型
パ
ソ

コ
ン
を
持
参
で

き
る
初
心
者

定

員
先
着
十
人

い
ず

れ
も
会
場
松

戸
ま
ち
づ
く

堊

父
流
室
テ

ン
ト
小
屋

（
東
葛
飾

合
同

庁
舎

圜
）
　
曹
費
五
百
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含

む
）

四
歳
）

〔
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器
〕
電
子
ピ

ア
ノ

二
台
◆

オ
ル
ガ
ン

圃
８
月
2
9日
水
〔
消

印
右
効

〕
ま
で

に
、
（

ガ
キ
に
希
望
品
名

（
品
物

一
点

に
つ
き
一
人
一
枚
）
　・
住
所

・
氏
名

・
電
話
番

号

（
昼
間
連

絡

の
と

れ
る
電

話
番

号
）
を
記
入
し

て
、

干
2
7
1
－
0
0
7
3

松
戸
市
小

根
本
七

の
八
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
第

ニ
ﾎ
ビ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
課
へ

※
結
果

は
、
翌
月

５
日

ご
ろ
ま
で

に
抽
選
し
当

選
者
の
み
に
連

絡

し
ま

す
。
品

物
を
提
供

さ
れ
た

圃
電

話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
松
戸

Ｉ
Ｔ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一`
3
6
7
・
8
8

8
9

隰
3
6
7
・
8
8
2
7

へ

松

戸

地

域

職

業

訓

練

セ

ン

タ

ー

パ

ソ

コ

ン

講

座

講座名 日　時 定員／費用

初めてのWindows 入門
9/6ぐ軻・7銜・13 ㈲・14廊・20(木)・21(金)・

27 ㈲・28臘)各午前9時30分～午後○時30分
8人/24,000 円

Word を使った文書作成講座
9/6竍)・7窗 ・13 ㈲・14臘)各午後1日詔 〇分～

4時30分

9人/12,000 円

(10,000 円)

Excelを使った表計算講座
9/20 ㈲・21 ㈲・27㈲ ・28㈲吝午後IE持30

分～4 時30分

9人/12,000 円

(10,000 円)

パソコンを使ってみよう

対象60 歳以上の人
9/25 ㈹・26㈲ 午前9時30 分～正午 6人／ﾜ,000円

※費用のうち（　　）内は当会員事業所または団体会員のメンバーの場合です。受け付

け開始時に定員を 超えた場合は抽 選となり ます。

圃
８
月
2
5日
用
午
前
９
時
か
ら
、

費
用
を
持
っ
て
直
接
、
松
戸
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
小
金
原
一
の
一

九
の
三
、
登
3
4
9
・
3
2
0
0
）
窓

口
へ人

は
翌
月
1
5日
ご
ろ
ま
で
に
連

絡
が
な
い
場
合
は
希
望
者
が
な

か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲
載

分

に

つ
い

て

品

物
を
譲
り
た

い
人
は

、
８
月

2
9日

水
ま
で
に

、
電

話
で
申
し
込

ん
で
く

だ
さ
い
二

人
三

点
ま
で
）
。

９
月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す

。
価

格

は
す
べ
て
無
料
で
、
電
気
製
品

・
日
用

雑
貨

・
衣
料
品

・
食
料
品

・
自

転
車
な
ど
は
扱

い
ま
せ

ん
。

圖
消

費
生
活
課

昔
3
6
6
・
7
3
2
9

秋
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

青
少
年
教
室

教室名（講師） 日　時 会場 対象／定員 費用

フットサル（千葉県サッカー協

会フットサル委員会）

9/23～10/21 の毎週日曜日〔全

4回〕午前9時30分～11時30分

※10/14を除く

幸]と

罷

小学3年生以上中学3

年生まで/30 人
無料

タップダンス（ダン スインスト

ラクター・和佐まき氏）

9/16～10/21 の毎週日曜日〔全

6回〕午後1時30分～3時

小学3年生以上中学3

年生まで／拓人
無料

ハロー！英語で人形劇(財おは

なしキャラバン・ヘレン・スミ

ス氏)

9/8～10/27 の毎週土曜日〔全8

圖 午後2時～4時

小学5年生以上中学3

年生まで/10 人
1,500円

手話で話そう(松戸市ろうあ協会)
9/16～10/21 の毎週日曜日〔全

6回〕午前10時～正午

小学3年生以上中学3

年生まで／佑人
無料

陶芸家になってみよう（やきも

の研究家・鈴木襄氏）

9/16～10/14 の毎週日曜日〔全

5回〕午後2聘～4時

小学3年生以上中学3

年生まで/15 人
ﾜ00 円

折り紙で恐竜を折っちゃおう

（折り紙サークル「折り鶴」・北

楯邦子氏）

9/16～10/21 の毎週日曜日〔全

6回] 午前10時30分～11時30

分

小学3年生以上中学3

年生まで/20 人

※親子可 ，

500 円

めざせ！東京コカリナフェステ

ィバル（コカリナ奏者・大畑稔

氏）

9/15～12/15 の第1・3土曜日

〔全ﾜ回〕午後2時～4時

小学3年生以上／一般

10人・青少年 拓人

コカリナ

代実費

気軽に楽しむ琴の調べ（琴曲教

授・渡辺俶蓉氏）

9/8～10/27 の毎週土曜日〔全

8回〕午後2時～4時

樋野口

分館

小学4年生以上中学3

年生まで/10 人
無料

青

少

年

教

室

①
ザ
・
中
高
生
「
め
ざ
せ
！
ス
ト

リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ギ
タ
ー

レ
ッ
ス
ン
」
初

級
編

９
月
８
日
～
1
0月
2
0日
の
毎

週

土
曜
日
〔
全
七
回
〕
午
後
５
時
～
６

時
3
0分
　

講

師
ギ
タ
ー
リ
ス
ト

・

杉
原
英
樹
氏
　

定
員
先
着
十
人

持
ち
物

ア
コ

ー
ス
テ
イ
ッ
ク
ギ
タ

１

・
ピ
ッ
ク

②
ザ

・
虫

局
生

「
ス
ト
リ

ー
ト

ダ

ン
ス
レ

ッ
ス
ン
２

」
踊
っ
て
魅
せ

ま
す
！

青
年

フ
ェ
ス
タ
に
む
け
て

９
月

７
日
～
1
0月
2
6日
の
毎
週

金
曜

〔
全
八
回
〕
午

後
５
時
3
0分

～
７
時
　

講
師

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
・
和

佐
ま
き
氏
　

定
員

先
着
二

十
人

い
ず
れ
も
会
場
青
少
年
会
館

対
象

中
学
生
以
上
十

八
歳
ま
で

費
用
高
料

圃
電
話
で
青
少
年

会
館

登
3
4
4
・
8

5
5
6

へ

圃9 月９日(日)〔必着〕までに 、往復ハガキ(1 枚に1人または1組で1教室) に住所 ・氏名・性別 ・電話番

号・学年・希望教室名を記入して､〒270-0035 松戸市新松戸南2の2　 青少年会館(a344 ―8556) へ

※｢ ハロー！英語劇｣と｢ 気軽に親しむ琴の調べ｣ のみ8/25R 午前9時から､ 電話で受け付け(先着 順)

※返信用ハガ半を持って直接 、窓口申し込みも可

社
交
ダ
ン

ス
初
心
者
講
習

会
９
月
８
日
～
1
0月
2
7日
の
毎
週

土
曜
日
午
後
５
時
～
６
時
3
0分

会
場
ハ
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費

用
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
千
円
）

圖
み
さ
き
ダ
ン
ス
・
福
井
昔
ｍ
・

サ

マ

ー

セ

ミ

ナ

ー

８
月
3
0日

困
午
後
１
時
3
0分
～

４
時
　

会

場
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー

会
議
室
　

内
容
①
講

演

「
新
し

い

発
想
で

進
め
る
地
域
福

祉
活

動
」
、

「
学
校

に
お

け

る
福
祉

教
育

の
現

状
」
②
意
見

交
流
　

対

象
現

在
地

域
福
祉
活
動

に
取

り
組
ん
で

い
る

人
ま
た

は
今
後
取

り
組
ん
で
み

た

い
人
　

定

員
若
干

名
　

費
用
無
料

圃

８
月
2
8日
㈹
ま

で
に
、
電
話

で

松
戸
市
社
会

福
祉
協
議
会

昔
3
6
8
・

0
5
0
3

へ

柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会
９
月
２
日

㈲
午
後
６
時
～
８
時

、

1
5日

㈲
・
3
0日

㈲
午
前
1
0時
～
正

午

、
2
1日

窗
午
後
１
時
3
0分
～

３

時
3
0
分
会
場
柿
ノ
木
台
公
園
体

育

館
ト

レ
ー
ニ
ン

グ
室
　

対
象

十

六
歳
以

上
の
人
　

持
ち
物
運
動
着

・
上
履

き
　

費
用
無
料

圃
当
日
会

場
で

圖

ス
ポ
ー
ツ
課

昔
3
6
3
・
9
2
4
1

秋

季

ク

ラ

ブ

対

抗

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

９
月
2
4日

鍬
午
前
８
時
3
0分
受

け
付
け

、
午
前
９
時
開
始

会

場

栗

ケ
沢
公

園
庭
球
場

対
象

連
盟

の
加
盟

ク
ラ

ブ
・
一
般

の
チ

ー
ム

（
各
三

組
一
チ

ー
ム
）
　
種
目

男
女

ラ
ン
ク
別
　

ル
ー
ル
国

際
ル
ー
ル

費
用

一
チ

ー
ム
六
千
円

圃
９
月

７
日
嵐
ま
で
に
、
所
定

の

振
込
用

紙
で

圈
松

戸
市

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

・

山
下

昔
3
4
5
・
7
0
8
4

松

戸

市

ゴ

ー

ル

デ

ン

テ

ニ

ス

大

会

９
月

５
日
水
午
前

９
時
3
0分
集

合
、
1
0時
開
始

〔
雨
天

の
場

合
1
2

日
則
〕
　
会

場
栗

ケ
沢
公

園
庭
球

場

内
容
年
齢
に
よ
り

グ
ル
ー

プ

（
ゴ
ー
ル

デ
ン

ー
シ
ル
バ
ー
・
ブ
ロ

ン
ズ
）
に
分
け
試
合

を
実
施

対

象
男
性
六
十
歳
以
上

、
女

性
五

十

五
歳
以
上
　
持
ち
物
昼
食
　
費
用

一
人
千
円

圃
８
月
3
0日

水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
生
年
月

日

・
電
話
番
号

を
記
入
し

て
、

〒

2
7
1

－
0
0
6
5

松
戸
市
南
花
島
三

の
三
八

の
一

一
　
Ｉ
Ｓ
ｓ

テ
ニ
ス

ア
リ

ー
ナ
松
戸
内
松

戸
市

シ
ル

バ

ー
テ
ニ

ス
連
盟
事

務
局
（

昔
3
6
6
・

３

″ｈ
〉ｏ
ｏ

）
　
　
へ

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

９

月
1
4
日
∵
2
8

日

、
1
0
月
1
2
日

・
2
6
日

、
い
1
1
1
1

一
月

９

日

の

金

曜

日
〔
全

五

回

〕

午

後

７

時

～

９

時

会

場

小

岔

小

学

校

体

育

館
　

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

無

料

※

運

動

で

き

る

服

装

で

圃

前

日

ま

で

に

電

話

で

申

し

込

み

ま

た

は

当

日

会

場

で

圖

松

戸

市

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

連

盟

・

原

島

昔
3
9
2・
3
2
6
8

障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大

会９
月
2
3
日
聡
午
前
９
時
集
合

会
場
八
ヶ
崎
ス
ポ
ー
ツ
広
場
〔
雨

天
の
場
合
は
上
履
き
持
参
で
和
名

ケ
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〕
　
対

象
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て

い
る
人

と
そ
の
家
族
　

費
用
三
百
円

（
保

険
料

・
賞
品
代
）

圃
９
月
1
0日

側
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
電

話
番

号
・
性

別

・
障
害
等
級

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
用
具
の
有

鈕
苓

記
入
し
て
、

〒
2
7
0
－
2
2
1
4

松

戸
市
松
飛

台

匸
二
三

の
二
　

Ｎ
Ｐ
ｏ

法
人

松
戸

市
嶷
体

障
害
者

倔
祉
会
・
石
渡
（
昔

囲
3
8
7
・
0
6
0
2

）
　へ

健

康

体

操

体

験

教

室

９

月

４

日

㈹

・
６

日

水

∴
‥１１
日

㈹

・
1
3
日

米
午
前

９

時
2
0
分

～
1
1
1
1

一

時
　

会

場

常

盤

平

体

育

館

小

体

育

室
　

内

容

リ

ズ

ム

体

操

・
ス

ト

レ

ッ

チ

等

対

象

成

人

女

性
　

定

員

先

着

二

十

人
　

費

用

一
回

三

百

円

圃

当

日

会

場

で

固

さ

く

ら

会

・
斉

藤

昔
3
8
7・
５

２

松
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

バ
ラ
大
会

９
月
９
日
㈲
午
前
９
時
～
午
後

３
時
　
会
場
青
少
年
会
館
　
対
象

小
学
生
以
上
　
費
用
千
円

圃
当
日
会
場
で

圖
松
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

協
会
・
酒
井
登
3
6
2
・
1
7
7
9

こ

ど

も

体

力

づ

く

り

教

室

９

月
2
8
日

～

い
1
1
1
1

月
1
6
日

の

毎

週

金

曜

日

〔
全

八

回
〕

午

後

３

時
3
0

分

～

５
時
　

会

場

柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

小

体

育

室
　

対

象

小

学

一

上

二
年

生
　

定

員
四

十
人
（
抽

選

）

費

用

無

料

圃

９

月
1
7
日

側
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

り

が

な

）
　・
学

年

・
電

話

番

号

・

返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒

2
7
1
－
0
0
6
4

松

戸

市

上

本

郷

四

四

二
四
　

運

動

公

園

内

ス

ポ

ー

ツ

課

（

登
3
6
3・
9
2
4
1

）

へ

［
］
松

戸

市

家

庭

婦

人

卓

球

大

会

９

月
1
2
日

水
午

前

９

時

か
ら

会

場

運

動

公

園
体

育

館
　

内

容

ラ

ン

ク
別

抽

選

ダ
ブ

ル

ス

戦
　

対

象

市

内
在

住

・
在

勤

の
女

性
　

費

用

一
人

六
百

円

圃

９

月

５
日

水
午

前
1
0
時

か

ら

、

運

動

公

園

武

道

館

会

議

室

で

（
組

み

合

せ

会

議

を
行

い
ま

す

）

圖

家

庭
婦

人

卓

球

連

盟

・
安

田

登

3
4
3
・
3
7
3
0

ス ポ ー ツ 教 室

教室名 日時 会場 対象/定員 費用 圈い合わせ先

バスケットボール

教室

9/1圉 ・29(上)午後ら

時30分～8時30分

運動公園体

育館競技場

中学生以上

/先着30人

1回100円

(ｲ呆険料)

体育指導委員・武井公

362―9020(夜間のみ)

ファミリーバドミ

ントン・ソフトバ

レーボール教室

9/2日 午前9時～正

午

常盤平第一

小学校
-

100円

(保険料)

体育指導委員・宍戸

Q389 ―8∠凵５

グラウンドゴルフ

教室

9/1 午前9時(午前

8時30分受け付け)

上本郷第二

小学校
-

100円

(ｲ呆険料)

体育指導委員・大塚

Q363-389ﾜ

圃当日会場で

ス
朮
ー
ツ

講
座
・
講
演



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期　日 内　　容(☆は有料) 開誚 園 問い合わせ先

奈

ﾉし

9/1 m スピッツコンサート　　　　　　　 ☆ 18:30 プ九ﾉﾌﾟｻｲ ﾄﾞ　O03-34ﾜ0-9999

16(日)松戸民演第25回記念発表会 10:00 松戸民演連盟 一成嶋　 公3∠囗－35ﾜ2

2紐
松戸シティフィルフ アミリーコンサー

ト　　　　　　　　　　　　　　 ☆
14:00

松戸シティフィルハーモニー管弦楽団・平野

公36 ∠L－9ﾜ6｢ｱ

･

8/26([ﾖ)
ファミリーのための名曲コンサート

（夏休み親子コンサート ）　　　　 ☆
14:00

松戸クラシック音楽を楽し む会・大谷
昔36ワー0939

9/1 圉 大藤由美子･高橋幸子ジョイントコンサート☆ 14:30 ひぐらしの会・荒井　Q  389-9991

2(Eﾖ)第27回秋の歌謡祭 9:30
松戸市民カラオケ歌謡協会・中村

登368-8640

；
9(Eﾖ)

スズキメソード柏支部

第4回ヴァイオリンコンサート
13:00

スズ半ﾒｿｰ ﾄﾞｷ白支部常盤平教室・清水

公04ﾜﾄﾜ6 －629ﾜ

15W
虐待や身寄りのない子どもたちを救う

「EASTえむチャリティコンサートVol. 3」☆
14:00

EASTえむSUpぼ ○幵ice

登 ○ﾜ0-5006-4061

16(日)松戸民謡協会慧松会民謡発表会 10:00 松戸民謡協会・原野　 公3∠囗－ﾜ88ﾜ

21廊 松戸「狂言の夕べ」　　　　　　 ☆ 18:30 RO-ON　　　　　　　Q  365-9911

23蝎 おけさ会民謡発表会 10:00 松戸民謡協会・野崎　 登388-1321

24(休)

雅楽喜久会おさらい会 13:00 雅楽喜久会・小川　　　　a344-0854

センチメンタルクラシック
ウィリアム・ウー・テノール・リサイタ

ル　　　　　　　　　　　　　　　 ☆

19:00
日本センチュリーオペラ

S03-53ﾜ2-5352

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

p期間 8/30  (*)まで 8/31 窗～9/1  m 9/14 銜～27 困

ly 百星会作品展

圖山田a  391一4ﾜ8ﾜ

手描友禅「野の花」

第2回作品展

圜 中島登3∠12―1331

シルクスクリーン

版画作品展

圖松本O345 ―8199

６ 淡彩画ミエルコレス展

國北野o343 ―53 引

わかば園
工房からのメッセージ

靉江沢a384 ―0165

パステル会10 号展

圖斉藤登34 ∠1-24ﾜ1

68-0070

期日 内　　 容(☆は有料) 開演時間 問い合わせ先

8/25c
優良生徒表彰式 9:30 松戸珠算連盟　　　　　o364-3111

ピアノ発表会 1∠L:00新開有里子　　　　　　Q343-2916

26(日)舞台劇「夢の森の狼達」　　　　　　☆
糒:30

劇団虹の舞台・竹尾Q090-6018-84ﾜ5
押:30

2衂 音楽の発表会 13:30 松戸童謡の会　　　　　a34 卜8430

30 休）こどもミュージカル「白雪姫」 15:30
劇団天童父母の会・松成

登090-3 引3-9683

9/  ac土)コンサート　　　　　　　　　　　　 ☆ 13:30 芒穂井ヨリ子　　　　　 公392-503ﾜ

－9 日 カラオケ発表会 10:30 龍馬愛好会　　　　　　 登388-0992

16(日)青少年活動発表会 13:00 教）こども課　　　　　o366 ―ﾜ464

22 圉 おさらい会（カラオヶ同好会） 10二00武井三重子　　　　　　 登364-3531

23 帆）佐藤蓮瑤歌謡発表会 10:20 佐藤歌謡サークル・田村 登385-4352

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

362-2050

期　問 内　　　容

9/2(日)まで
１

小中学生のための歴史展示
戸定邸の主 、徳川昭武は少年時代に江戸幕府の将軍の代理として、186ﾜ 年パリ万博に

派遣されました。今の学年で言うと 、中学1年から3年生の時の出来事です。 130年前の
少年が経験した世紀の大イベントを中心に 、将軍の弟に生まれた昭武の生涯をたとりま

す。会場には、小中学生向けのワークシートも用意してあります。気軽に、楽し ＜歴史
に親しんでください。

入館時間…午前9時30分～午後4時30分( 月曜日は休館。ただし、祝日の場合は開館し翌日休館)

入館料…戸定邸・歴史館共通入館券一般2∠LO円(200 円)、高・大学生160 円(120 円)､小･ 中学生80円

(60 円) 個別入館券一般150 円(120 円)、高・大学生100 円(80円)、小･ 中学生50円(40 円)〔(　)内

は団体料金/20人以上〕 毎月第2 ぺ土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

※9/∠L㈹～21窗までは展示替えのため、歴史館展示室は閉館となりますが、戸定邸は通常通りご覧に

なれます。

救急医療体制

衛生会館所在…竹ヶ花45 の53

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています]

S366-0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　登368-3756
衛生会館内　毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

登365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

松戸市の市外局番は047 です

期　間 内　　容 問い合わせ先

8/26(1日)まで 第19 回レンガの会スケッチ展 中里典子　　　　　　　　 昔36 ∠1-9303

8/28W ～9/2(日匸 第29 回松戸市創作グループ展 教）社会教育課　　　　　 登366-ﾜ462

9/ 6 ㈲～　9(日卜 松戸市小中学校理科作品展 教）指導課　　　　　　　S366-ﾜ458

13 ㈲～16( 日匚 第3回百翆・香華二人書展 西村百翆　　　　　　　　Q  342-08ﾜ3

18 ㈹～23 竭 二第4回21 世紀松戸ペン展 荒海加代子　　　　　　　a  368-6698

18㈹～2 総 第17 回馬橋洋画サークル作品展 福田信男　　　　　　　　a  344-ﾜﾜ5ﾜ

25W ～30( 日)ｙ第25 回記念麦の会洋画展 桑原利雄　　　　　　　　 昔34ﾜｰﾜ030

25 ㈹～30( 日匚 第26 回丙辰書展 加藤雅章　　　　　　　　 登362-4261

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

期日 内　　 容(☆は有料) 開演時間 問い合わせ先

9/29Cが
松戸民謡友の会「歌と踊りのバラエティ

ーショー」　　　　　　　　　　　　 ☆
13:30 松戸民謡友の会・渋谷　a346-2255

－　30(日) 11周年尾崎一夫歌謡教室｢ ‾音楽祭｣ 13:00 尾崎一夫歌謡教室・尾崎S365-60ﾜ2

期　　 圜 内　　　　　 容

9/1(1;卜30( 日)午後1時15分・３

時15 分から上映( 土・日曜日は

午前11時からも上映)

ハイビジョン映像｢ 故宮　至宝が語る中華五千年⑨　美は江南に

あり～南宋｣〈上映時間60 分〉 会場講堂　観覧無料

10月＝｢ 故宮　至宝 が語る中華五千年　亡国の文人 たち～元｣

〈上映時間60分〉

※9/23竕 ・2∠琳)・30(日)、10/ﾜ(日卜14(Eﾖ)は講演会開催のため午

後1時 巧分からの上映は中止します。

9/24 ㈱まで　　　　　　 上

新出土資料展「松戸の歴史発掘」

内容旧石器時代から中世まで、市内の発掘調査で発見さ れた松戸

の歴史を語る資料の数々を公開　会場企画展示室　観覧無料

9/12 ～11/14 の毎週水曜日

各午前10 時30分～正午

〔連続10回〕

古文書を読む〔近世中級編〕

内容古文書解読の経験者を対象に、近世文書を読みながら歴史を

学びます　講師筑波大学名誉教授・渡邉一郎氏　会場実習室　定

員30人（抽選） 費用3,000 円程度（テ牛スト代）
圃8月31 日廊 〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所・氏名・電話番

号を記入して 、〒2ﾜ0-2252 松戸市千駄堀6ﾜ1　 市立博物館「古

文書を読む」ｲ系（公384-82ﾜ2 ）へ

9/230R 午後1時30分～3 時

館長講演会「考古学を考える③河原塚古墳群の調査」

内容長年にわたり考古学研究に携わってきた岩崎卓也館長が考古

学のさ まざ まな諸問題について語ります　会場講堂　定員当日先

着80人　費用無料

9/24 ㈱・30(日)、10/70日)・14(日)

各午後1時30 分～3時

松戸の自然を語る

内容身近な動・植物の生態や人間との関わり等について語ります

9/24 ㈱「エビ ・力二の話」講師千葉県立中央博物館・駒井智幸氏

「照葉樹の森について」講師千葉県立中央博物館・原正利氏

10/7（日）「ク モの話」講師国立科学博物館・小野展嗣氏　14（日）

「フナの話」講師国立科学博物館・渋川浩一氏　会場講堂　定員

吝80人（抽選）　費用無料
圃9月 鍋日廊 〔必着〕までに、往復ハガ手仁住所・氏名・電話番

号・希望講演名（複数可）を記入して 、〒2ﾜO －2252 松戸市千駄

堀6ﾜ1　 市立博物館「松戸の自然を語る」ｲ系(S384-82ﾜ2 ）へ

江戸時代旅装束の試着体験毎月第1日曜日午後1日寺・2時・3時・4時から各回男女各1人

圃電話で試着体験係登384 一82ﾜ2 へ

休館日月曜日（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館卜 第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)

開館時間午前9時30 分～午後5時（入館は午後4 時30分まで）常設展示観覧料一般300 円(240 円）、

高・大学生150 円（100 円）、小 ・中学生100 円（60円）〔（　　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・∠L土曜日は常設・特別展とも小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10 時・午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

学芸員による展示スポット 解説毎週日曜日午後2時30分から20 分間（参加者は観覧料が必要です）

※来館者専用の駐車場はありませんので 、21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用＜ださい。

21 世紀の森と広場パークセンターの催し物は6面をご覧ください

○ お気 軽 にご 相談 ＜ださ い　
９

月 の相 談あ んない ○ 黼目談はすべて孵斗です。閉庁日の相談はありません。

相 談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖 相 談名 期　 日 時　 間　　 ？ 会　 場 厘

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

・
祿

剔裃

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所檣ｺｰﾅｰ

搾

浅

3(月) 馬 橋支所交通事故 午前9時～午後5時
4(火) 六 実支所

法律相談

气予約制）

月･火･木曜日 午後1時～5時

市

役
所
lm

4(火) 小金 支所
第1 月曜日 午前9時～正午

5(水) 常盤平支所
税務 相談 第2金曜日 午後1時～5時 5冰） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 6沐） 小金原市民ｾﾝﾀｰ

行政 相談 第2・第4月曜日 午後1時~3時　　　 Ｗ

午後1時~5時　　　　？

言

ナ

ﾏ 匹 茣 匸罕百4時　　 ｌ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

不動産相談 水曜日
㎜
第2・第4火曜日

心

配

に
と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市研 椰§ｺｰﾅｰ

社ｊ
ヅ
Ｑ

3(月) 馬 橋支所外国人相談

4(火) 六 実支所
混ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 住宅課

4(火) 小金 支所
労僑湘談 第1・第3月曜日|　 午後1時～5時 商工観光

課労政係
5(水)・19冰) 常盤平支所

※労働・女性相談は東葛飾支庁商工労政課(0361-4089) でも行っていますo
5(水)・19(水) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

4(火)

tr~ r ＼口土　 斤 づ幺ｎＯ土

常盤平支所 国
6休)・20沐) 小金原市民センター

7(金) 小金支所|　　疂 痴ほう介 護相談 28(金) 午後1時～3時 社会福祉協議会

11(火)

14(金)

小金原支所 ヤ金

登 課

366

フ
３
５
２

ゆ う ま つ ど

こ ころの 相談

(予約 制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時

女 性 セ ン タ ー
( 相 談 室 直 通)

0363-0505

馬 橋 支 所 第2～第4木曜日

18(火) IMI 』|りμ可　｜|入りM可 六 実 支 所⑤

矢 切 支 所

第1木曜日 午後2時～8時

21(金) パ ー ト 労 働
悩 みご と相 談 4(火)

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セ ン タ ー
0364-8778

25(火)
就 学相談( 予約 制)

月～金曜日
午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

55366-7600
28(金) 東 部 支 所

教育 相談( 予約 制)
消費生活相談 月～金曜 日 午前8時30分～午後4時

消費生活ｾﾝﾀｰ
0365-6565 青少年 相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～
午後4時30分

こ ど も 課
Q363-7867

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時
すくすく剖f- と21登367-4646

CMS鉗で綫ｾﾝﾀｰ 登394-5590 青少年 相談( 来 所)

〔予約制 〕

午前8時30分～

午後5時

こ ど も 課

S366-7464家庭児童相談

纃糯ww 四母子婦人相談

月～金曜日　l 午前9時～午後5時 児童福祉課内0366-7347

月～金曜日 午前8時45分～午後5時 児童福祉課内登366-7347※住宅課Q366-7366 、商工観光課公366-7327

文化ホールギャラリー森のホール21

市民会館

博物館 （21世紀の森と広場内）

松戸駅市民ギャラリー

市民劇場

戸定歴史館
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